
一

『
大
東
世
語
』「
簡
傲
」
篇
注
釈
稿
（
堀
・
呂
・
折
原
・
樋
口
・
永
瀬
・
馮
・
高
橋
・
奥
田
・
篭
尾
・
山
中
）

〔
凡
例
〕

一
、 

本
稿
は
、
服
部
南
郭
『
大
東
世
語
』「
簡
傲
」
篇
の
本
文
と
原
注
に
関
す
る

注
釈
で
あ
る
。

一
、 

注
釈
は
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
二
〇
一
五
年
度
科
目
「
国
文

学
演
習
」（
堀　

誠
担
当
）
の
受
講
生
（
呂
天
雯
・
折
原
佑
実
・
樋
口
敦
士
・

永
瀬
恵
子
・
馮
超
鴻
・
高
橋
憲
子
・
奥
田
惇
・
篭
尾
知
佳
・
山
中
明
）
が
講

読
担
当
話
の
発
表
資
料
に
基
づ
い
て
原
稿
化
し
た
。

一
、 

底
本
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
『
大
東
世
語
』（
寛
延
三
年
〈
一
七
五
〇
〉

刊
）
に
依
り
、
ま
た
典
拠
に
関
し
て
は
同
館
蔵
本
『
大
東
世
語
考
』（
方
寸

菴
漆
鍋
稿
、
寛
延
四
年
〈
一
七
五
一
〉
序
）
を
参
考
に
し
た
。

一
、 「
簡
傲
」
篇
の
都
合
十
三
話
を
、〔
簡
傲
１
〕
の
よ
う
に
順
次
表
記
し
た
。

一
、 

注
釈
は
本
文
の
〔
書
き
下
し
文
〕・〔
訳
文
〕、
原
注
の
〔
書
き
下
し
文
〕・〔
訳

文
〕、
お
よ
び
〔
語
釈
〕、〔
典
拠
〕
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

一
、 〔
書
き
下
し
文
〕
は
、
原
則
と
し
て
底
本
の
訓
点
を
尊
重
し
つ
つ
、
適
宜
こ

れ
を
改
め
た
。

〔
簡
傲
１
〕

野
相
公
不
羈
率
直
。
人
呼
爲
二
野
狂
一
①
。
公
傲
然
作
レ
詩
云
。
暗
作
二
野
人
一
天
與

性
。
自
レ
古
狂
官
世
呼
名
。　
　

〔
書
き
下
し
文
〕

野
相
公
不
羈
に
し
て
率
直
な
り
。
人
呼
び
て
野
狂
と
爲
す
。
公
傲
然
と
し
て
詩
を

作
り
て
云
く
、「
暗
に
野
人
と
作
す
天
與
の
性
、
古
自よ

り
狂
官
は
世
呼
の
名
」
と
。

〔
訳
文
〕

野
相
公
（
小
野
篁
）
は
自
由
気
ま
ま
で
、
飾
り
気
が
な
い
。
人
は
彼
を
野
狂
と
呼

ん
だ
。
彼
は
傍
若
無
人
で
、
作
っ
た
詩
に
は
「
世
の
人
は
陰か
げ

で
、
私
を
『
野
人
』

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要　

第
二
十
六
号　

二
○
一
六
年
三
月

『
大
東
世
語
』「
簡
傲
」
篇
注
釈
稿堀　

　
　

誠
・
呂　
　
　
　

・
折
原　

佑
実
・
樋
口　

敦
士

永
瀬　

恵
子
・
馮　
　

超
鴻
・
高
橋　

憲
子
・
奥
田　
　

惇

篭
尾　

知
佳
・
山
中　
　

明　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
雯



二

『
大
東
世
語
』「
簡
傲
」
篇
注
釈
稿
（
堀
・
呂
・
折
原
・
樋
口
・
永
瀬
・
馮
・
高
橋
・
奥
田
・
篭
尾
・
山
中
）

と
呼
ぶ
が
、
そ
れ
は
天
が
私
に
与
え
て
く
れ
た
性
格
で
あ
り
、
我
が
姓
で
も
あ
る
。

昔
か
ら
『
狂
官
』
と
呼
ば
れ
た
が
、
そ
れ
は
世
の
人
が
私
の
名
（
篁
）
を
言
う
呼

称
で
あ
る
」
と
あ
っ
た
。

〔
原
注
〕

①
篁
狂
方
音
相
近
。

〔
書
き
下
し
文
〕

①
篁
と
狂
は
方
に
音
相
近
し
。

〔
訳
文
〕

①
篁
と
狂
と
は
発
音
が
通
じ
る
。

〔
語
釈
〕

野
相
公　

小
野
篁
。
八
〇
二
〜
八
五
三
。
野
宰
相
と
も
呼
ば
れ
る
。
平
安
時
代
前

期
の
公
卿
・
文
人
。『
凌
雲
集
』
の
撰
者
小
野
岑
守
の
長
男
。
従
三
位
参

議
に
至
る
。
承
和
元
年
（
八
三
四
）
遣
唐
副
使
と
な
っ
た
が
、
船
舶
の
こ

と
で
大
使
藤
原
常
嗣
と
争
い
、「
西
海
謡
」
を
作
っ
て
遣
唐
の
役
を
風
刺

し
た
た
め
、
一
時
、
隠
岐
国
へ
流
さ
れ
た
。『
令
義
解
』
の
編
纂
に
携
わ
り
、

そ
の
序
文
を
草
し
た
。
詩
文
は
『
経
国
集
』『
扶
桑
集
』『
本
朝
文
粋
』
な

ど
に
見
え
る
。

不
羈　

物
事
に
束
縛
さ
れ
な
い
で
行
動
が
自
由
気
ま
ま
で
あ
る
こ
と
。

率
直　

あ
り
の
ま
ま
。
す
な
お
。
ま
っ
す
ぐ
。

野
狂　

小
野
篁
の
名
前
か
ら
転
訛
し
た
言
葉
。「
野
」
は
「
小
野
」
の
姓
を
掛
け
る
。

「
篁
」
は
呉
音
で
「
ワ
ウ
」
と
発
音
し
、「
狂
」
は
『
類
聚
名
義
抄
』
に
和

音
「
ワ
ウ
」
と
記
す
。

傲
然　

驕
り
た
か
ぶ
っ
て
尊
大
に
振
舞
う
さ
ま
。

野
人　

粗
野
な
人
。
こ
こ
で
は
、「
野
」
に
「
小
野
」
の
姓
を
掛
け
る
。

狂
官　

傲
慢
な
官
吏
。
こ
こ
で
は
、「
狂
」
に
小
野
篁
の
「
篁
」
を
掛
け
る
。

天
與　

天
の
与
え
る
も
の
。

世
呼　

世
間
の
人
々
が
呼
ぶ
こ
と
。

〔
典
拠
〕

『
江
談
抄
』
第
四―

第
二
十
四
話
「
暗
に
野
人
と
作
す
天
與
の
性
、
狂
官
古
自
り

世
呼
の
名
」。

〔
備
考
〕

典
拠
で
は
こ
の
句
は
小
野
篁
の
詩
「
惟
十
四
に
酬
ゆ
」
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

未
詳
。

 

（
呂　

天
雯
）

〔
簡
傲
２
〕

增
賀
顚
狂
疾
レ
世
①
。
其
師
慈
慧
受
二
僧
正
命
一
。
入
謝
。
翼
從
甚
盛
。
賀
來
。
故

帶
二
乾
魚
一
爲
レ
劔
乘
二
痩
牸
牛
一
。
厠
二
列
先
驅
一
。
衆
叱
去
レ
之
。
賀
厲
レ
聲
曰
。
今

日
前
驅
。
舍
レ
我
誰
歟
。

〔
書
き
下
し
文
〕　

增
賀　

顚
狂
に
し
て
世
を
疾に
く

む
。
其
の
師
慈
慧　

僧
正
の
命
を
受
け
、
入
り
て
謝

す
。
翼
從
甚
だ
盛
ん
な
り
。
賀
來
た
る
。
故こ
と
さら
に
乾
魚
を
帶
し
て
劔
と
爲
し
、
痩

牸
牛
に
乘
り
、
先
驅
に
厠
列
す
。
衆
叱
し
て
之
を
去
ら
し
む
。
賀　

聲
を
厲
し
て

曰
く
、「
今
日
の
前
驅
、
我
を
舍お
き

て
誰
ぞ
や
」
と
。



三

『
大
東
世
語
』「
簡
傲
」
篇
注
釈
稿
（
堀
・
呂
・
折
原
・
樋
口
・
永
瀬
・
馮
・
高
橋
・
奥
田
・
篭
尾
・
山
中
）

〔
訳
文
〕

増
賀
は
狂
気
の
人
で
あ
り
、
世
俗
を
嫌
っ
て
い
た
。
彼
の
師
で
あ
る
慈
慧
が
僧
正

に
任
命
さ
れ
、
参
内
し
て
お
礼
申
し
上
げ
た
。
左
右
の
従
者
た
ち
は
威
儀
盛
ん
で

あ
っ
た
。
増
賀
が
や
っ
て
来
る
と
、
わ
ざ
と
干
し
魚
を
腰
に
帯
び
て
剣
と
し
、
痩

せ
た
牝
牛
に
乗
り
、
先
駆
に
混
じ
っ
て
並
ん
で
い
た
。
皆
は
叱
り
つ
け
て
増
賀
を

立
ち
去
ら
せ
よ
う
と
し
た
。
増
賀
が
声
を
張
り
上
げ
て
言
う
こ
と
に
は
、「
今
日

の
先
駆
は
、
私
を
さ
し
お
い
て
誰
が
務
め
ら
れ
る
と
い
う
の
か
」
と
。

〔
原
注
〕

①
安
和
帝
。
嘗
詔
レ
賀
爲
二
供
奉
一
。
賀
故
佯
狂
垢
汙
而
逃
。
太
皇
太
后
敬
事
。

延
二
入
宮
中
一
。
賀
便
復
對
二
采
女
一
出
二
麤
語
一
而
罷
去
。

〔
書
き
下
し
文
〕

①
安
和
帝
、
嘗
て
賀
に
詔
し
て
供
奉
と
爲
す
。
賀
故こ
と
さ
らに
佯
狂
垢
汙
し
て
逃
ぐ
。

太
皇
太
后
敬
み
て
事
へ
、
宮
中
に
延ま
ね

き
入
る
。
賀
便
ち
復
た
采
女
に
對
し
て
麤

語
を
出
し
て
罷
り
去
る
。

〔
訳
文
〕

①
冷
泉
天
皇
は
、
以
前
増
賀
に
詔
し
て
供
奉
の
者
と
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
増

賀
は
わ
ざ
と
狂
人
の
ふ
り
を
し
、
垢
に
ま
み
れ
汚
れ
た
格
好
を
し
て
逃
走
し

た
。
皇
太
后
は
増
賀
を
敬
い
、
宮
中
に
招
き
入
れ
た
。
す
る
と
増
賀
は
再
び
女

官
に
対
し
暴
言
を
吐
い
て
退
出
し
た
。

〔
語
釈
〕

增
賀　

多
武
峰
増
賀
。
九
一
七
〜
一
〇
〇
三
。
平
安
中
期
の
天
台
僧
で
、
良
源
に

師
事
し
た
。

顚
狂　

気
が
狂
う
こ
と
。
狂
人
。

慈
慧　

良
源
。
九
一
二
〜
九
八
五
。
比
叡
山
中
興
の
祖
で
、
第
十
八
代
天
台
座
主
。

九
七
二
年
僧
正
と
な
り
、
九
八
一
年
に
は
大
僧
正
と
な
っ
た
。
慈
恵
は
諡

号
。
著
書
に
『
九
品
往
生
義
』
が
あ
る
。

僧
正　

僧
官
の
最
上
位
。

翼
從　

左
右
の
従
者
。

牸
牛　

牝
牛
の
こ
と
。

先
驅　

行
列
の
先
払
い
を
す
る
者
。

厠
列　

混
じ
っ
て
並
ぶ
。
厠
は
混
じ
る
の
意
。

厲
聲　

声
を
激
し
く
す
る
。

舍　
　

お
く
。
す
て
お
く
。

安
和
帝　

冷
泉
天
皇
の
こ
と
。
九
六
七
〜
九
六
九
在
位
。

供
奉　

行
列
や
祭
礼
な
ど
の
と
き
に
お
供
の
行
列
に
加
わ
る
者
。
お
と
も
。

佯
狂　

狂
人
の
ふ
り
を
す
る
。
佯
は
偽
る
の
意
。

垢
汙　

垢
が
付
い
て
汚
れ
る
。

敬
事　

敬
い
慎
ん
で
仕
え
る
こ
と
。

采
女　

宮
中
の
女
官
。

麤
語　

暴
言
。
麤
は
、
荒
々
し
い
こ
と
。

〔
典
拠
〕

『
元
亨
釈
書
』
巻
第
十
「
感
進
」
二
「
多
武
峯
増
賀
」。

 

（
折
原　

佑
実
）



四

『
大
東
世
語
』「
簡
傲
」
篇
注
釈
稿
（
堀
・
呂
・
折
原
・
樋
口
・
永
瀬
・
馮
・
高
橋
・
奥
田
・
篭
尾
・
山
中
）

〔
簡
傲
３
〕

永
延
時
、
省
中
日
給
、
有
二
建
白
者
一
。
當
三
束
帶
見
二
謁
者
一
。
掘（
堀
）川

右
府
時
爲
レ
郞
。

乃
著
二
韈
一
足
一
、
直
廬
前
、
隔
レ
物
出
二
一
足
一
、
示
二
謁
者
一
。
淸
議
以
爲
動
起
二

玩
侮
一
。
乃
寢
二
白
事
一
。

〔
書
き
下
し
文
〕

永
延
の
時
、
省
中
の
日
給
に
、
建
白
す
る
者
有
り
。
當
に
束
帶
し
て
謁
者
に
見ま
み

ゆ

べ
し
。
堀
川
右
府　

時
に
郞
と
爲
る
に
、
乃
ち
韈べ
つ

を
一
足
に
著
け
、
直
廬
の
前
、

物
を
隔
て
て
一
足
を
出
し
て
、
謁
者
に
示
す
。
淸
議
以
爲
ら
く
動や
や

も
す
れ
ば
玩
侮

を
起
こ
す
と
。
乃
ち
白
事
を
寢や

む
。

〔
訳
文
〕

永
延
年
間
の
こ
と
、
宮
中
の
当
直
に
お
い
て
申
し
立
て
を
す
る
者
が
い
た
。
そ
れ

は
衣
冠
束
帯
し
て
取
り
次
ぎ
役
に
対
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
堀
川
右
大
臣
が
殿
上
人
と
な
っ
た
と
き
に
、
し
た
う
づ
を
片
足
に
だ
け

履
い
て
、
直
廬
の
前
か
ら
物
越
し
に
そ
の
足
を
出
し
て
、
取
り
次
ぎ
役
に
示
し
た
。

（
そ
の
行
為
に
つ
い
て
）
議
論
し
た
と
こ
ろ
、
も
し
や
愚
弄
し
た
も
の
で
な
い
か

と
な
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
取
り
決
め
を
や
め
に
し
た
。

〔
語
釈
〕

永
延　

一
条
天
皇
時
代
の
年
号
。
九
八
七
〜
九
八
九
。

省
中　

宮
中
の
こ
と
。

日
給　

そ
の
日
の
当
直
。「
日
給
簡
」
は
、
殿
上
の
間
に
置
か
れ
て
あ
っ
て
、
昇

殿
を
許
さ
れ
た
人
の
名
が
貼
ら
れ
て
あ
る
木
札
。
姓
名
の
下
に
紙
を
貼

り
、
出
仕
宿
直
、
ま
た
は
不
参
の
旨
を
記
す
も
の
。

建
白　

意
見
を
立
て
て
言
上
す
る
こ
と
。

束
帶　

平
安
時
代
以
降
の
天
皇
及
び
貴
族
の
正
装
。
衣
冠
が
「
宿
直
装
束
」
と
称

さ
れ
た
の
に
対
し
て
、「
昼
の
装
束
」
と
呼
ば
れ
た
。

謁
者　

取
り
次
ぎ
役
。
こ
こ
で
は
蔵
人
を
指
す
。

堀
川
右
府　

藤
原
頼
宗
。
九
九
三
〜
一
〇
六
五
。
藤
原
道
長
の
子
。
永
承
二
年

（
一
〇
四
七
）
に
内
大
臣
、
康
平
三
年
（
一
〇
六
〇
）
に
右
大
臣
に
な
る
。

歌
人
と
し
て
藤
原
公
任
に
次
ぐ
声
望
が
あ
り
、『
入
道
右
大
臣
集
』
が
あ
る
。

郞　
　

官
名
。
諸
省
に
分
属
し
、
部
の
分
科
司
の
主
任
。
秦
に
郎
中
令
を
置
き
、

三
署
郎
と
い
う
。
属
官
が
あ
り
、
専
ら
宿
衛
を
司
る
。
漢
の
時
、
別
に
侍

郎
、
郎
中
を
置
い
て
侍
従
の
こ
と
に
当
た
ら
せ
、
事
務
に
当
た
る
者
を
尚

書
郎
と
い
う
。

韈　
　

し
た
う
づ
。
足
袋
状
の
靴
下
の
こ
と
。

直
廬　

宿
直
す
る
と
こ
ろ
。　

淸
議　

世
俗
を
忘
れ
た
清
ら
か
な
議
論
。
老
荘
に
関
す
る
談
話
。
こ
こ
で
は
公
明

正
大
な
議
論
を
指
す
か
。

玩
侮　

物
事
を
軽
ん
じ
て
慎
ま
な
い
こ
と
。

白
事　

申
し
上
げ
る
。
こ
こ
で
は
建
白
さ
れ
た
こ
と
を
指
す
。

〔
典
拠
〕

『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
三
「
公
事
第
四
」
第
九
十
話
「
堀
川
右
大
臣
頼
宗
殿
上
の

日
給
の
起
請
を
破
る
事
」。

 

（
樋
口　

敦
士
）



五

『
大
東
世
語
』「
簡
傲
」
篇
注
釈
稿
（
堀
・
呂
・
折
原
・
樋
口
・
永
瀬
・
馮
・
高
橋
・
奥
田
・
篭
尾
・
山
中
）

〔
簡
傲
４
〕

叡
山
寛
印
。
負
二

其
俊
才
一
。
蔑
二

視
南
北
學
徒
一
。
但
云
。
天
下
獨
有
二

主
恩
一
。

當
二
我
顧
眄
一
耳
。
時
興
福
主
恩
。
有
二
義
學
名
一
。
後
以
二
麤
語
一
忤
二
朝
旨
一
。
放

在
二
西
筑
一
。
旣
而
印
亦
竄
二
東
州
一
。
印
曰
。
恩
流
二
西
海
一
。
印
在
二
東
地
一
。
我

邦
宗
乘
。
已
爲
二
凹
字
①
一
。

〔
書
き
下
し
文
〕

叡
山
の
寛
印
、
其
の
俊
才
を
負
ひ
、
南
北
の
學
徒
を
蔑
視
す
。
但
だ
云
ふ
、「
天

下
獨
り
主
恩
有
り
、
我
が
顧
眄
に
當
た
る
の
み
」
と
。
時
に
興
福
の
主
恩
、
義
學

の
名
有
り
。
後
に
麤
語
を
以
て
朝
旨
に
忤も
と

り
、
放
た
れ
て
西
筑
に
在
り
。
旣
に
し

て
印
も
亦
た
東
州
に
竄
せ
ら
る
。
印
曰
く
、「
恩　

西
海
に
流
さ
れ
、
印　

東
地

に
在
り
。
我
が
邦
の
宗
乘
、
已
に
凹
字
を
爲
す
」
と
。

〔
訳
文
〕

比
叡
山
の
寛
印
は
優
れ
た
才
能
を
自
負
し
て
い
た
た
め
、
南
都
北
嶺
の
学
問
す
る

者
た
ち
を
見
下
し
て
言
う
こ
と
に
は
、「
天
下
に
は
主
恩
が
一
人
い
る
の
み
で
、

ま
さ
に
私
が
顧
み
る
に
値
す
る
方
で
す
」
と
。
時
に
興
福
寺
の
主
恩
に
は
、
体
系

的
な
学
問
の
評
判
が
あ
っ
た
。
後
に
暴
言
に
よ
っ
て
朝
廷
の
意
向
に
さ
か
ら
い
、

西
の
筑
紫
に
放
逐
さ
れ
て
、
や
が
て
寛
印
も
ま
た
東
州
に
流
さ
れ
た
。
寛
印
が
言

う
こ
と
に
は
、「
主
恩
は
西
海
の
地
に
流
さ
れ
、
寛
印
は
東
の
地
に
身
を
置
い
て

い
る
。
我
が
国
で
自
宗
の
教
義
を
極
め
た
者
が
、
す
で
に
凹
字
の
よ
う
に
い
な
く

な
っ
て
い
る
の
だ
」
と
。

〔
原
注
〕

①
寛
印
。
事
二
楞
嚴
源
信
一
。
學
業
夙
成
。
時
宋
人
朱
仁
聰
。
來
在
二
越
敦
賀
一
。

信
與
レ
印
往
見
。
朱
出
接
レ
之
。
乃
指
二
壁
間
掛
像
一
曰
。
是
婆
那
婆
演
底
守
夜

神
也
。
師
知
二
此
神
一
乎
。
信
乃
把
レ
筆
題
二
華
嚴
中
善
財
讚
嘆
偈
於
其

上
一
曰
。

見
二

女
淸
淨
身
一
。
相
好
超
二

世
間
一
。
令
二

印
纘
一レ

書
。
印
復
題
曰
。
如
二

文
殊

師
利
一
。
亦
如
二
寶
山
王
一
。
朱
嘆
曰
。
大
藏
者
皆
二
師
之
腸
胃
也
。
大
尊
敬
レ
之
。

〔
書
き
下
し
文
〕

①
寛
印
、
楞り
ょ
う
ご
ん嚴の

源
信
に
事つ
か

へ
、
學
業
夙
に
成
る
。
時
に
宋
人　

朱
仁
聰
、
來

た
り
て
越こ
し

の
敦
賀
に
在
り
。
信　

印
と
往
き
て
見
ゆ
。
朱
出
で
て
之
に
接
す
。

乃
ち
壁
間
の
掛
像
を
指
し
て
曰
く
、「
是
れ
婆ば
さ
ん
ば
え
ん
ち
し
ゅ
や
じ
ん

那
婆
演
底
守
夜
神
な
り
。
師
此

の
神
を
知
る
や
」
と
。
信
乃
ち
筆
を
把
り
て
華
嚴
中
善
財
讚
嘆
の
偈げ

を
其
の

の
上
に
題
し
て
曰
く
、「
女な
ん
ぢ

の
淸
淨
の
身
を
見
る
に
、
相
好　

世
間
に
超
ゆ
」

と
。
印
を
し
て
書
を
纘つ
づ

け
し
む
。
印
復
た
題
し
て
曰
く
、「
文も
ん

殊じ
ゅ

師し

利り

の
如
し
。

亦
た
寶
山
王
の
如
し
」
と
。
朱
嘆
じ
て
曰
く
、「
大
藏
な
る
者
は
皆　

二
師
の

腸
胃
な
り
」
と
。
大
い
に
尊
び
之
を
敬う
や
まふ

。

〔
訳
文
〕

①
寛
印
は
楞
厳
院
の
源
信
に
師
事
し
、
学
業
は
若
く
に
大
成
し
た
。
当
時
、
宋

の
人
で
あ
る
朱
仁
聡
が
来
て
越
の
国
の
敦
賀
に
い
た
。
源
信
は
寛
印
と
一
緒
に

出
掛
け
て
い
き
、
朱
に
会
っ
た
。
朱
は
二
人
を
出
迎
え
て
、
応
対
し
た
。
壁
に

飾
ら
れ
た
掛
け
軸
を
指
さ
す
と
「
こ
れ
は
婆
那
婆
演
底
守
夜
神
で
す
。
師
は
こ

の
神
を
ご
存
じ
で
す
か
」
と
言
っ
た
。
源
信
は
筆
を
握
る
と
華
厳
経
の
中
に
あ

る
善
財
童
子
を
称
賛
し
た
偈
を
そ
の
像
の
上
に
書
き
つ
け
て
、「
あ
な
た
の
清



六

『
大
東
世
語
』「
簡
傲
」
篇
注
釈
稿
（
堀
・
呂
・
折
原
・
樋
口
・
永
瀬
・
馮
・
高
橋
・
奥
田
・
篭
尾
・
山
中
）

浄
な
身
を
拝
見
し
ま
す
に
、
姿
か
た
ち
は
世
の
中
の
も
の
を
超
え
て
お
ら
れ
ま

す
」
と
い
い
、
寛
印
に
書
き
継
が
せ
た
。
寛
印
が
ま
た
書
き
つ
け
て
言
う
に
は
、

「
文
殊
師
利
の
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
仏
性
を
内
に
宿
し
た
宝
山
王
の
よ
う
で
す
」

と
。
朱
は
感
嘆
し
て
、「
大
蔵
の
経
典
は
、
み
な
二
人
の
師
の
腸
胃
の
う
ち
に

あ
る
」
と
言
っ
て
、
た
い
へ
ん
尊
び
敬
っ
た
。

〔
語
釈
〕

叡
山　

比
叡
山
延
暦
寺
の
こ
と
。

寛
印　

生
没
年
未
詳
。
平
安
時
代
中
期
の
天
台
宗
の
僧
。
出
家
後
比
叡
山
に
登
り
、

源
信
に
学
ぶ
。
宮
中
に
奉
仕
す
る
内
供
奉
十
禅
師
と
な
っ
た
が
、
の
ち
に

妻
帯
し
て
い
る
。
晩
年
は
丹
後
国
に
帰
り
、
古
寺
に
住
ん
で
往
生
極
楽
を

願
い
、
迎
講
を
行
っ
た
。

俊
才　

人
並
み
優
れ
た
才
能
。
ま
た
、
そ
の
持
ち
主
。

學
徒　

学
問
を
す
る
人
。

蔑
視　

相
手
を
侮
っ
て
見
下
す
こ
と
。
蔑
む
こ
と
。

主
恩　

九
三
三
〜
九
八
九
。
平
安
時
代
中
期
の
僧
。
朝
廷
の
意
向
に
背
い
た
た
め

筑
前
博
多
に
流
さ
れ
た
が
、
後
に
許
さ
れ
興
福
寺
に
か
え
り
、
法
相
宗
を

広
め
た
。

顧
眄　

振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
。

興
福　

興
福
寺
。
現
在
の
奈
良
市
登
大
路
町
に
あ
る
法
相
宗
の
大
本
山
。
南
都
七

大
寺
の
一
つ
。
藤
原
氏
の
氏
寺
と
し
て
久
し
く
盛
大
を
き
わ
め
た
。
ま
た
、

僧
徒
は
延
暦
寺
の
僧
兵
で
あ
る
山
法
師
に
対
し
て
、
奈
良
法
師
と
し
て
恐

れ
ら
れ
た
。

義
學　

仏
教
の
体
系
的
な
教
義
に
つ
い
て
の
学
問
。

麤
語　

荒
々
し
い
言
葉
。
激
し
い
言
葉
。
麤
は
荒
い
と
い
う
意
。

朝
旨　

朝
廷
の
意
向
。

忤　
　

さ
か
ら
う
こ
と
。

東
州　

関
東
。
あ
ず
ま
。
須
弥
山
の
東
に
あ
る
東
勝
神
州
。

宗
乘　

自
宗
の
教
義
。
も
と
禅
宗
の
用
語
で
、
禅
門
の
宗
義
や
禅
の
極
致
の
こ
と
。

凹
字　

国
の
中
心
で
あ
る
都
の
周
辺
に
優
れ
た
僧
が
い
な
い
こ
と
を
指
す
。
中
央

の
仏
法
が
衰
え
た
こ
と
の
た
と
え
。

楞
嚴　

楞
厳
院
。
仏
教
寺
院
の
名
称
。
各
地
に
同
名
の
寺
院
が
あ
る
。

源
信　

九
四
二
〜
一
〇
一
七
。
平
安
時
代
中
期
の
天
台
宗
の
僧
。
恵
心
僧
都
。
横

川
僧
都
。
横
川
恵
心
院
に
住
ん
で
著
述
に
専
念
、『
往
生
要
集
』
を
著
し

て
浄
土
教
成
立
の
基
礎
を
築
い
た
。
ま
た
、
文
学
、
芸
術
に
も
多
く
の
影

響
を
与
え
た
。

朱
仁
聰　

生
没
年
未
詳
。
北
宋
の
商
人
。
永
延
元
年
（
九
八
七
）
以
降
し
ば
し
ば

来
日
し
た
。

越　
　

越
国
。
現
在
の
福
井
県
敦
賀
市
か
ら
山
形
県
庄
内
地
方
の
一
部
に
相
当
す

る
地
域
。

敦
賀　

現
在
の
福
井
県
敦
賀
市
。

婆
那
婆
演
底
守
夜
神　
『
華
厳
経
』「
入
法
界
品
」
に
登
場
し
、「
主
夜
自
尊
」
の

名
で
知
ら
れ
る
。
主
夜
は
守
夜
と
転
じ
、
夜
を
司
る
と
同
時
に
火
災
や
盗

難
と
い
っ
た
厄
災
か
ら
人
び
と
を
守
る
と
さ
れ
る
。
古
く
か
ら
す
べ
て
の

衆
生
を
救
護
す
る
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
た
。



七

『
大
東
世
語
』「
簡
傲
」
篇
注
釈
稿
（
堀
・
呂
・
折
原
・
樋
口
・
永
瀬
・
馮
・
高
橋
・
奥
田
・
篭
尾
・
山
中
）

華
嚴　

華
厳
経
。
大
乗
仏
教
の
主
要
な
経
典
の
ひ
と
つ
。
各
章
の
う
ち
古
い
の
は

「
十
地
品
」
と
「
入
法
界
品
」
で
、
仏
陀
の
さ
と
り
の
境
地
を
象
徴
的
に

描
き
出
し
て
い
る
。

善
財　

善
財
童
子
。『
華
厳
経
』「
入
法
界
品
」
に
登
場
す
る
、
童
子
の
姿
を
し
た

菩
薩
の
名
。
発
心
し
て
文
殊
か
ら
普
賢
ま
で
五
十
三
人
を
歴
訪
し
て
善
知

識
の
教
え
を
請
い
、
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
を
願
う
に
至
る
。
仏
教
修
行
の

段
階
を
示
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。

讚
嘆　

賛
嘆
す
る
。
称
賛
す
る
。

偈　
　

経
典
中
で
詩
句
の
形
式
を
と
り
、
教
理
や
仏
、
菩
薩
を
褒
め
称
え
た
言
葉
。

相
好　

顔
か
た
ち
。
顔
つ
き
。
表
情
。

文
殊
師
利　

文
殊
菩
薩
。
仏
の
智
慧
を
象
徴
す
る
菩
薩
。
釈
迦
如
来
の
左
脇
侍
。

普
賢
菩
薩
と
と
も
に
三
尊
を
形
成
す
る
。

寶
山
王　

法
性
を
内
に
蔵
し
て
い
る
人
間
の
た
と
え
。

大
藏　

大
蔵
経
。
仏
教
経
典
の
総
集
で
、
一
切
経
、
蔵
経
と
も
い
う
。
経
蔵
・
律

蔵
・
論
蔵
の
三
蔵
を
中
心
に
、
そ
れ
ら
の
注
釈
書
を
加
え
た
も
の
。

腸
胃　

腸
と
胃
。
胃
腸
。

〔
典
拠
〕

『
元
亨
釈
書
』
巻
第
五―

慧
解
二
の
四
「
興
福
寺
の
主
恩
」「
叡
山
の
寛
印
」。

 

（
永
瀬　

恵
子
）

〔
簡
傲
５
〕

源
俊
賢
爲
レ
郞
時
。
値
二
侍
中
闕
一
。
時
相
問
曰
。
誰
堪
下
拜
二
侍
中
一
。
有
上
レ
忠
二
於

公
家
一
者
。
答
曰
。
無
下
過
二
於
下
官
一
者
上
。
乃
用
爲
二
侍
中
一
①
。

〔
書
き
下
し
文
〕

源
俊
賢　

郞
爲
り
し
時
、
侍
中
の
闕
く
る
に
値
ふ
。
時
相
問
ひ
て
曰
く
、「
誰
か

侍
中
に
拜
し
て
、
公
家
に
忠
有
る
に
堪
へ
た
る
者
ぞ
」
と
。
答
へ
て
曰
く
、「
下

官
に
過
ぐ
る
者
無
し
」
と
。
乃
ち
用も
つ

て
侍
中
と
爲
す
。

〔
訳
文
〕

源
俊
賢
が
五
位
蔵
人
で
あ
っ
た
時
、
ち
ょ
う
ど
蔵
人
の
頭
に
欠
員
が
生
じ
た
。
時

の
中
の
関
白
藤
原
道
隆
は
こ
う
尋
ね
た
、「
誰
が
蔵
人
の
頭
に
任
ぜ
ら
れ
、
朝
廷

に
忠
節
を
保
つ
こ
と
が
で
き
よ
う
か
」
と
。
俊
賢
は
「
私
に
ま
さ
る
者
は
お
り
ま

せ
ん
」
と
答
え
た
。
そ
こ
で
俊
賢
を
蔵
人
の
頭
に
任
命
し
た
。

〔
原
注
〕

①
時
藤
齊
信
謂
己
必
當
レ
補
。
明
義
門
遇
二
俊
賢
朝
回
一
。
問
云
誰
作
二
侍
中
一
。

俊
賢
傲
然
應
云
。
身
已
拜
矣
。

〔
書
き
下
し
文
〕

①
時
に
藤
齊
信
謂お
も

へ
ら
く
は
己
れ
必
ず
當
に
補
せ
ら
る
べ
し
と
。
明
義
門
に
俊

賢
の
朝
し
て
回か
へ

る
に
遇
ふ
。
問
ひ
て
云
ふ
、「
誰
か
侍
中
と
作な

る
」
と
。
俊
賢

傲
然
と
し
て
應
へ
て
云
く
、「
身
已
に
拜
せ
ら
れ
き
」
と
。

〔
訳
文
〕

①
そ
の
時
、
藤
原
斉
信
は
自
分
が
必
ず
（
蔵
人
の
頭
に
）
任
ぜ
ら
れ
る
と
思
っ

た
。
斉
信
は
明
義
門
で
参
内
し
て
帰
っ
て
く
る
俊
賢
と
出
会
い
、「
誰
が
蔵
人

の
頭
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
か
」
と
尋
ね
た
。
俊
賢
は
傲
慢
に
「
私
が
す
で
に
任

ぜ
ら
れ
ま
し
た
」
と
返
事
し
た
。
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大
東
世
語
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稿
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堀
・
呂
・
折
原
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樋
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瀬
・
馮
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高
橋
・
奥
田
・
篭
尾
・
山
中
）

〔
語
釈
〕

源
俊
賢　

九
六
〇
〜
一
〇
二
七
。
平
安
時
代
中
期
の
公
卿
。
源
高
明
の
三

男
。
母
は
藤
原
師
輔
の
女
。
長
徳
元
年
（
九
九
五
）
参
議
。
寛
仁
元
年

（
一
〇
一
七
）
権
大
納
言
。
治
部
卿
、
皇
太
后
宮
大
夫
な
ど
を
兼
ね
た
。

正
二
位
。
永
延
二
年
（
九
八
八
）
十
月
、
伊
周
の
後
を
受
け
て
五
位
の
蔵

人
。
正
暦
三
年
（
九
九
二
）
八
月
、
蔵
人
の
頭
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
藤
原
公

任
・
斉
信
・
行
成
と
と
も
に
四
納
言
の
一
人
に
数
え
ら
れ
た
。
摂
関
期
の

典
型
的
な
能
吏
と
い
え
る
。

郞　
　

官
名
。
諸
省
に
分
属
し
、
部
の
分
科
の
司
の
主
任
。
こ
こ
で
は
五
位
蔵
人

を
指
す
。

侍
中　

官
名
。
天
子
に
政
務
を
奏
上
す
る
官
。
秦
代
に
置
か
れ
、
漢
代
に
加
官
と

な
る
。
魏
、
晋
以
降
専
任
の
官
と
な
る
。
ま
た
、
唐
代
、
門
下
省
の
長
官

の
こ
と
も
指
す
。
こ
こ
で
は
蔵
人
の
頭
に
あ
た
る
。

闕　
　

完
全
に
備
わ
っ
て
い
る
べ
き
も
の
が
足
り
な
い
。

時
相　

そ
の
時
の
宰
相
。
こ
こ
で
は
中
の
関
白
藤
原
道
隆
の
こ
と
を
指
す
。

藤
齊
信　

藤
原
斉
信
。
九
六
七
〜
一
〇
三
五
。
平
安
時
代
中
期
の
公
卿
。
太
政
大

臣
藤
原
為
光
の
次
男
。
母
は
藤
原
敦
敏
の
女
。
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
参

議
。
の
ち
正
二
位
に
す
す
み
、
大
納
言
と
な
る
。
正
暦
五
年
（
九
九
四
）

八
月
に
蔵
人
の
頭
に
な
っ
た
。
朝
儀
に
あ
か
る
く
、
一
条
朝
の
四
納
言
に

か
ぞ
え
ら
れ
た
。
詩
は
『
本
朝
麗
藻
』
な
ど
に
入
っ
て
い
る
。

明
義
門　

平
安
京
内
裏
内
郭
門
の
一
つ
。
名
義
門
と
も
書
く
。
平
安
京
内
裏
紫
宸

殿
の
西
北
廊
の
東
端
に
あ
り
、
清
涼
殿
・
校
書
殿
へ
帰
る
南
廊
の
壁
の
南

側
に
あ
る
門
で
、
無
名
門
と
相
対
し
、
北
の
仙
花
門
と
並
ぶ
。

傲
然　

偉
そ
う
に
人
を
見
下
す
さ
ま
。

下
官　

地
位
の
低
い
官
吏
。
ま
た
、
官
吏
が
自
分
の
こ
と
を
へ
り
く
だ
っ
て
い
う

語
。

〔
典
拠
〕

『
古
事
談
』
巻
二―

二
九
（
一
二
八
）「
俊
賢
、
自
薦
の
事
な
ら
び
に
斉
信
の
振
舞

の
事
」。

 

（
馮　

超
鴻
）

〔
簡
傲
６
〕

公
卿
多
乘
二
檳
榔
車
一
。
王
孫
英
明
①
未
レ
逹
時
。
乘
二
檳
榔
車
一
。
詣
二
法
性
寺
國

忌
一
。
時
公
卿
多
集
。
有
レ
人
云
。
門
前
方
見
二
一
檳
榔
一
。
旣
非
二
公
卿
乘
一
。
殊

可
レ
怪
爾
。
英
明
在
レ
座
應
云
。
卽
身
所
レ
乘
。
若
非
二
公
卿
一
。
不
レ
許
レ
乘
二
檳
榔

車
一
。
見
二
何
令
甲
一
哉
。

〔
書
き
下
し
文
〕

公
卿
多
く
檳
榔
車
に
乘
る
。
王
孫　

英
明
未
だ
逹
せ
ざ
り
し
時
、
檳
榔
車
に
乘
り

て
、
法
性
寺
の
國
忌
に
詣
る
。
時
に
公
卿
多
く
集
ま
る
。
人
有
り
て
云
く
、「
門

前
に
方
に
一
の
檳
榔
を
見
た
り
。
旣
に
公
卿
の
乘
に
非
ず
。
殊
に
怪
し
む
べ
き
の

み
」
と
。
英
明　

座
に
在
り
て
應
じ
て
云
く
、「
卽
ち
身
が
乘
る
所
な
り
。
若
し

公
卿
に
非
ず
ん
ば
、
檳
榔
車
に
乘
る
こ
と
を
許
さ
ず
と
は
、
何
れ
の
令
甲
に
見
え

た
る
や
」
と
。



九

『
大
東
世
語
』「
簡
傲
」
篇
注
釈
稿
（
堀
・
呂
・
折
原
・
樋
口
・
永
瀬
・
馮
・
高
橋
・
奥
田
・
篭
尾
・
山
中
）

〔
訳
文
〕  

公
卿
は
檳
榔
毛
の
車
に
乗
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
皇
孫
で
あ
る
英
明
が
ま
だ
栄
達

し
て
い
な
か
っ
た
時
、
檳
榔
毛
の
車
に
乗
っ
て
、
法
性
寺
の
国
忌
に
出
か
け
た
。

お
り
し
も
公
卿
は
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
た
。
あ
る
人
が
、「
門
前
に
一
台
の
檳

榔
車
を
見
か
け
た
け
れ
ど
も
、（
こ
こ
に
お
出
か
け
の
）
公
卿
の
乗
り
も
の
で
な

い
か
ら
に
は
、
ま
こ
と
に
け
し
か
ら
ん
こ
と
だ
」
と
言
っ
た
。
英
明
は
そ
の
席
で
、

そ
の
声
に
応
え
て
、「（
そ
れ
は
）
私
が
乗
っ
て
き
た
も
の
で
す
。
も
し
公
卿
で
な

け
れ
ば
、
檳
榔
毛
の
車
に
乗
る
こ
と
を
許
さ
な
い
と
は
、
何
の
法
令
に
見
え
る
の

で
し
ょ
う
か
」
と
言
っ
た
。

〔
原
注
〕　

①
親
王
齊
世
之
子
。
寬
平
帝
孫
。
官
左
中
將
。

〔
書
き
下
し
文
〕

①
親
王
齊
世
の
子
に
し
て
、
寬
平
帝
の
孫
な
り
。
官　

左
中
將
な
り
。

〔
訳
文
〕

①
斉
世
親
王
の
子
で
、
寛
平
帝
（
宇
多
天
皇
）
の
孫
で
あ
る
。
官
職
は
左
中
将

で
あ
る
。

〔
語
釈
〕

公
卿　

公
と
卿
の
総
称
。
公
は
太
政
大
臣
・
左
大
臣
・
右
大
臣
、
卿
は
大
納
言
・

中
納
言
・
参
議
お
よ
び
三
位
以
上
の
朝
官
を
い
う
。　

檳
榔
車　

檳
榔
毛
の
車
。
牛
車
の
一
。
白
く
晒
し
た
檳
榔
の
葉
を
細
か
く
裂
い
て

車
の
屋
形
を
お
お
っ
た
も
の
。
上
皇
・
親
王
・
大
臣
以
下
、
四
位
以
上
の

者
、
女
官
・
高
僧
な
ど
が
乗
用
し
た
。

王
孫　

帝
王
の
子
孫
。
ま
た
、
貴
族
の
子
弟
。

英
明　

源
英
明
。
生
年
未
詳
〜
九
三
九
。
平
安
時
代
中
期
の
漢
詩
人
。
父
は
斉
世

親
王
、
母
は
菅
原
道
真
の
女
。
父
が
道
真
の
左
遷
に
遭
っ
て
出
家
し
、
幼

少
時
代
は
不
遇
で
あ
っ
た
が
、
十
六
歳
で
四
位
、
十
七
歳
で
侍
従
と
な
り
、

醍
醐
天
皇
の
信
任
も
厚
く
近
衛
中
将
を
経
て
、
延
長
五
年
（
九
二
七
）
蔵

人
頭
と
な
る
。
天
慶
二
年
（
九
三
九
）
春
に
四
十
歳
に
満
た
ず
に
没
す
。

父
の
遺
言
で
『
慈
覚
大
師
伝
』
を
完
成
し
た
。
家
集
『
源
氏
小
草
』
五
巻

が
あ
る
が
、
伝
わ
ら
ず
、『
本
朝
文
粋
』『
扶
桑
集
』
な
ど
に
十
数
首
の
作

品
が
あ
る
。

親
王
齊
世　

斉
世
親
王
。
八
八
六
〜
九
二
七
。
宇
多
天
皇
の
第
三
皇
子
。
母
は
橘

広
相
の
女
義
子
。
昌
泰
元
年
（
八
九
八
）
元
服
。
つ
い
で
三
品
と
な
り
兵

部
卿
、
上
総
守
な
ど
と
な
っ
た
。
延
喜
元
年
（
九
〇
一
）
正
月
、
菅
原
道

真
は
大
宰
権
帥
に
左
遷
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
親
王
も
出
家
し
て
仁

和
寺
に
入
っ
た
。
真
寂
と
称
し
、
法
三
宮
と
呼
ば
れ
た
。
つ
い
で
延
喜
二

年
に
は
円
成
寺
に
移
っ
た
。
性
叡
敏
に
し
て
常
に
紛
争
を
厭
っ
た
と
伝
え

ら
れ
、
密
教
に
精
通
し
、『
慈
覚
大
師
伝
』
を
は
じ
め
多
く
の
仏
教
関
係

の
書
を
著
わ
し
た
。

寬
平
帝　

宇
多
天
皇
。
寛
平
は
平
安
前
期
、
宇
多
、
醍
醐
両
天
皇
の
世
の
年
号
。

仁
和
五
年
（
八
八
九
）
四
月
二
十
七
日
に
改
元
。
寛
平
九
年
（
八
九
七
）

七
月
以
降
は
醍
醐
天
皇
の
治
世
。

法
性
寺　

京
都
市
東
山
区
本
町
に
あ
る
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
の
寺
。
延
長
三
年

（
九
二
五
）、
藤
原
忠
平
が
創
建
。
山
号
は
大
悲
山
。
開
山
は
尊
意
。



一
〇

『
大
東
世
語
』「
簡
傲
」
篇
注
釈
稿
（
堀
・
呂
・
折
原
・
樋
口
・
永
瀬
・
馮
・
高
橋
・
奥
田
・
篭
尾
・
山
中
）

國
忌　

天
皇
崩
御
の
日
に
、
定
め
ら
れ
た
寺
院
で
追
善
供
養
の
斎
会
を
行
う

こ
と
。

令
甲　

最
初
の
詔
令
。
漢
代
に
数
世
以
前
の
詔
令
を
保
存
し
、
発
布
の
前
後
に
依

り
、
令
甲
・
令
乙
・
令
丙
と
い
っ
た
。
転
じ
て
広
く
政
令
の
意
に
用
い
る
。

〔
典
拠
〕

『
江
談
抄
』
第
二―
第
四
十
一
話
「
英
明
檳
榔
車
に
乗
る
事
」。

 

（
呂　

天
雯
）

〔
簡
傲
７
〕

源
隆
國
。
乘
二
果
下
馬
一
。
詣
二
宇
治
公
一
。
徑
到
二
階
前
一
下
。
曰
。
此
是
非
レ
馬
。

唯
活
屐
爾
。
請
免
二
失
禮
一
。
公
笑
二
其
諧
謔
一
而
容
レ
之
。

〔
書
き
下
し
文
〕

源
隆
國
、
果
下
の
馬
に
乘
り
、
宇
治
公
に
詣い
た

る
。
徑た
だ

ち
に
階
前
に
到
り
て
下
る
。

曰
く
、「
此
は
是こ

れ
馬
に
非
ず
、
唯
だ
活か
つ

屐げ
き

の
み
。
請
ふ
ら
く
は
失
禮
を
免
れ
ん
」

と
。
公
其
の
諧
謔
を
笑
ひ
て
之
を
容い

る
。

〔
訳
文
〕

源
隆
国
は
、
丈
の
低
い
小
馬
に
乗
り
、
宇
治
殿
（
藤
原
頼
通
）
の
も
と
へ
赴
い
た
。

ま
っ
す
ぐ
に
き
ざ
は
し
の
前
ま
で
行
っ
て
馬
か
ら
下
り
た
。
申
し
上
げ
る
に
は
、

「
こ
れ
は
馬
で
は
な
く
、
た
だ
生
き
て
い
る
は
き
も
の

0

0

0

0

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
ど
う
か

お
許
し
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
。
宇
治
殿
は
そ
の
諧ユ
ー
モ
ア謔
を
笑
っ
て
、
こ
れ
を

許
し
た
。

〔
語
釈
〕　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
隆
國　

源
隆
国
。
一
〇
〇
四
〜
一
〇
七
七
。
醍
醐
源
氏
、
俊
賢
の
次
男
。
母

は
藤
原
忠
尹
の
女
。
本
名
宗
国
。
顕
基
は
同
母
兄
。
子
に
は
隆
俊
・
隆

綱
・
俊
明
、
ま
た
鳥
羽
僧
正
覚
猷
が
い
る
。
権
中
納
言
を
経
て
治
暦
三
年

（
一
〇
六
七
）
権
大
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
承
暦
元
年
（
一
〇
七
七
）
正

二
位
で
引
退
、
出
家
、
没
。
晩
年
宇
治
平
等
院
南
泉
房
に
籠
り
、
浄
土
教

要
文
集
『
安
養
集
』
を
編
纂
、
ま
た
同
所
で
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
を
編

集
し
た
と
い
う
。

果
下
馬　

背
丈
低
く
小
さ
い
馬
。
果
樹
の
下
を
通
り
や
す
い
。『
後
漢
書
』
東
夷

伝
、
濊
に
「
有
二

果
下
馬
一

」
と
あ
り
、
李
賢
注
に
「
高
三
尺
、
乘
レ

之

可
下
於
二
果
樹
下
一
行
上
」
と
記
す
。

宇
治
公　

藤
原
頼
通
。
九
九
二
〜
一
〇
七
四
。
関
白
を
五
十
年
ほ
ど
務
め
、
父
道

長
と
と
も
に
藤
原
氏
の
全
盛
時
代
を
築
い
た
。
万
寿
四
年
（
一
〇
二
七
）

道
長
の
没
と
と
も
に
宇
治
院
（
宇
治
殿
）
を
相
続
、
永
承
七
年

（
一
〇
五
二
）
三
月
、
寺
と
し
て
平
等
院
と
号
け
、
治
暦
四
年
（
一
〇
六
八
）

四
月
、
関
白
を
辞
し
て
か
ら
は
宇
治
の
別
墅
に
隠
棲
し
た
。

階
前　

き
ざ
は
し
の
前
。
庭
前
。

活
屐　

活
き
て
い
る
は
き
も
の
。　
「
屐
」
は
、
は
き
も
の
。
ぞ
う
り
、
げ
た
の
類
。

諧
謔  
お
も
し
ろ
く
感
ず
る
言
葉
。
じ
ょ
う
だ
ん
、
お
ど
け
。

〔
典
拠
〕

『
古
事
談
』
巻
二―

六
三
（
一
六
一
）。「
頼
通
、
隆
国
、
乗
馬
に
て
の
出
入
を
許

さ
る
る
事
」。



一
一

『
大
東
世
語
』「
簡
傲
」
篇
注
釈
稿
（
堀
・
呂
・
折
原
・
樋
口
・
永
瀬
・
馮
・
高
橋
・
奥
田
・
篭
尾
・
山
中
）

 

（
高
橋　

憲
子
）

〔
簡
傲
８
〕

勸
學
院
書
生
集
飮
。
或
曰
。
今
日
之
會
。
不
レ
問
二
齒
序
一
。
乃
以
二
才
高
下
一
爲
レ
席
。

藤
隆
賴
①
。
乃
直
進 
居
二
上
頭
一
。
諸
人
爭
レ
之
。
隆
賴
曰
。
文
選
三
十
卷
。
四
聲

切
韻
。
有
二
暗
誦
者
一
邪
。
身
座
乃
應
レ
讓
耳
。

〔
書
き
下
し
文
〕

勸
學
院
の
書
生
の
集
飮
に
、
或
る
ひ
と
曰
く
、「
今
日
の
會
、
齒
序
を
問
は
ず
。

乃
ち
才
の
高
下
を
以
て
席
を
爲
さ
ん
」
と
。
藤
隆
賴
、
乃
ち
直
ち
に
進
み
て
上
頭

に
居
す
。
諸
人　

之
を
爭
ふ
。
隆
賴
曰
く
、「
文
選　

三
十
卷
、
四
聲
切
韻
、
暗

誦
の
者
有
り
や
。
身
が
座
乃
ち
應
に
讓
る
べ
き
の
み
」
と
。

〔
訳
文
〕

勧
学
院
の
書
生
が
集
ま
り
、
宴
会
を
開
い
た
と
き
に
、
あ
る
人
が
「
今
日
の
会
合

に
は
年
齢
に
よ
る
序
列
で
は
な
く
、
才
能
の
如
何
で
席
次
を
決
め
ま
し
ょ
う
」
と

言
っ
た
。
藤
原
隆
頼
は
す
ぐ
に
前
に
進
み
出
て
、
最
上
の
座
に
就
い
た
。
一
同
は

我
先
に
席
を
争
っ
た
。
隆
頼
は
「
文
選
の
三
十
巻
、
四
声
の
切
韻
を
暗
唱
で
き
る

者
は
お
り
ま
す
か
。
も
し
こ
の
場
に
お
出
で
な
ら
私
の
席
は
す
ぐ
に
お
譲
り
し
ま

し
ょ
う
」
と
言
っ
た
。

〔
原
注
〕

①
修
理
大
夫
基
隆
之
子
。
三
河
守
。

〔
書
き
下
し
文
〕

①
修
理
大
夫
基
隆
の
子
に
し
て
、
三
河
守
な
り
。

〔
訳
文
〕

①
修
理
大
夫
基
隆
の
子
で
あ
り
、
三
河
守
で
あ
る
。

〔
語
釈
〕

勸
學
院　

藤
原
氏
の
氏
院
、
大
学
別
曹
の
一
つ
。
弘
仁
十
二
年
（
八
二
一
）
藤
原

冬
嗣
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
多
く
の
文
章
得
業
生
や
文
章

生
が
輩
出
し
て
、
藤
原
氏
の
学
界
、
官
界
進
出
に
寄
与
し
た
。
治
承
元

年
（
一
一
七
七
）
に
消
失
し
た
後
、
再
建
さ
れ
た
が
、
衰
退
の
一
途
を
た

ど
っ
た
。

齒
序　

年
齢
の
順
序
。

爲
席　

席
を
敷
く
こ
と
。

藤
隆
賴　

藤
原
隆
頼
。
生
没
年
不
詳
。
藤
原
基
隆
の
子
。
三
河
守
、
出
雲
守
、
若

狭
守
を
歴
任
し
た
。

上
頭　

先
頭
の
こ
と
。
上
座
。

文
選
三
十
卷　

梁
（
五
〇
二
〜
五
五
七
）
の
昭
明
太
子
（
蕭
統
）
編
の
詩
文
集
。

三
十
巻
。
古
代
か
ら
南
北
朝
に
至
る
ま
で
の
詩
文
を
収
録
し
、
隋
唐
以
降

の
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
唐
代
の
李
善
に
よ
っ
て
注
が
つ
け
ら

れ
て
現
在
の
六
十
巻
に
な
っ
た
。

四
聲
切
韻　

南
朝
斉
の
永
明
年
間
（
四
八
三
〜
四
九
三
）
に
周
顒
に
よ
っ
て
記
さ

れ
た
韻
書
で
あ
る
と
伝
わ
る
。「
四
聲
」
と
は
字
音
の
四
種
の
声
調
を
い

い
、「
平
上
去
入
」
が
こ
れ
に
当
た
る
。
な
お
後
世
に
は
隋
（
五
八
一
〜

六
一
八
）
の
陸
法
言
に
よ
っ
て
『
切
韻
』
五
巻
が
作
ら
れ
た
。

修
理
大
夫
基
隆　

藤
原
基
隆
。
一
〇
七
五
〜
一
一
三
二
。
平
安
後
期
の
公
卿
。
家



一
二

『
大
東
世
語
』「
簡
傲
」
篇
注
釈
稿
（
堀
・
呂
・
折
原
・
樋
口
・
永
瀬
・
馮
・
高
橋
・
奥
田
・
篭
尾
・
山
中
）

範
の
長
男
。
美
作
、
播
磨
、
伊
予
、
讃
岐
等
の
大
国
の
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

そ
の
間
、
多
く
の
仏
寺
、
殿
邸
を
造
立
し
た
。
白
河
、
鳥
羽
両
院
の
別
当

と
し
て
活
躍
し
た
が
、
特
に
堀
河
天
皇
に
は
乳
母
子
と
し
て
近
習
奉
仕
し

た
。
大
治
五
年
（
一
一
三
〇
）
に
は
修
理
大
夫
従
三
位
に
昇
進
し
た
が
、

翌
々
年
没
し
た
。

〔
典
拠
〕

『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
四
「
文
学
第
五
」
第
一
二
三
「
勧
学
院
の
学
生
集
り
て
酒

宴
の
時
惟
宗
隆
頼
自
ら
首
座
に
着
く
事
」。

〔
備
考
〕

典
拠
で
あ
る
『
古
今
著
聞
集
』
に
は
「
藤
原
隆
頼
」
で
は
な
く
、「
惟
宗
隆
頼
」

と
な
っ
て
い
る
。『
作
者
部
類
』
に
は
「
六
位
」
の
項
に
尾
張
国
の
人
で
勧
学
院

学
頭
と
あ
る
。『
詞
花
和
歌
集
』
に
作
品
が
載
る
。

 
（
樋
口　

敦
士
）

〔
簡
傲
９
〕

源
參
州
賴
綱
①
。
世
旣
許
三
其
長
二
於
國
風
一
。
賴
綱
恆
向
二
俊
賴
一
言
。
君
欲
レ
作
二

佳
歌
一
耶
。
唯
當
下
具
二
籩

一
。
尸
中
祝
於
我
上
而
已
。

〔
書
き
下
し
文
〕

源
參
州
賴
綱
、
世
旣
に
其
の
國
風
に
長
ず
る
を
許
す
。
賴
綱
恆
に
俊
賴
に
向
か
ひ

て
言
へ
ら
く
、「
君　

佳
歌
を
作
ら
ん
と
欲
す
る
か
。
唯
だ
當
に
籩

を
具
し
て

我
を
尸
祝
す
べ
き
の
み
」
と
。

〔
訳
文
〕

源
参
州
頼
綱
は
、
か
ね
て
世
間
か
ら
和
歌
の
道
に
優
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
て
い

た
。
頼
綱
が
い
つ
も
俊
頼
に
向
か
っ
て
言
う
こ
と
に
は
、「
あ
な
た
は
す
ば
ら
し

い
歌
を
作
ろ
う
と
お
思
い
か
。
ひ
と
え
に
籩

を
そ
な
え
て
私
を
尊
崇
す
る
こ
と

で
す
」
と
。

〔
原
注
〕

①
左
馬
頭
賴
國
之
子
。

〔
書
き
下
し
文
〕

①
左
馬
頭
賴
國
の
子
な
り
。

〔
訳
文
〕

①
左
馬
頭
頼
国
の
子
で
あ
る
。

〔
語
釈
〕

源
參
州
賴
綱　

生
年
未
詳
〜
一
〇
九
七
。
左
馬
権
頭
頼
国
の
子
。
蔵
人
、
下
総
守
、

三
河
守
な
ど
を
経
て
、
嘉
保
三
年
（
一
〇
九
六
）
に
出
家
。『
後
拾
遺
集
』

『
続
詞
花
集
』
な
ど
に
入
集
。「
參
州
」
は
三
河
の
異
称
。

左
馬
頭　

左
馬
寮
の
長
官
。
従
五
位
上
相
当
。

賴
國　

源
頼
国
。
生
没
年
不
詳
。
源
頼
光
の
子
。
讃
岐
守
、
美
濃
守
な
ど
を
務
め

た
。

國
風　

漢
詩
文
に
対
し
、
自
国
の
和
歌
の
こ
と
。

俊
賴　

源
俊
頼
。
一
〇
五
五
〜
一
一
二
九
。
大
納
言
源
経
信
の
子
。
中
古
六
歌
仙

の
一
人
で
、「
堀
川
百
首
」
を
主
導
し
た
ほ
か
、
白
河
上
皇
に
『
金
葉
和

歌
集
』
を
撰
上
し
た
。
歌
論
書
『
俊
頼
髄
脳
』
を
著
す
な
ど
、
和
歌
史
上



一
三

『
大
東
世
語
』「
簡
傲
」
篇
注
釈
稿
（
堀
・
呂
・
折
原
・
樋
口
・
永
瀬
・
馮
・
高
橋
・
奥
田
・
篭
尾
・
山
中
）

の
功
績
は
大
き
い
。

籩
　

籩
、

と
も
に
祭
祀
・
宴
饗
に
用
い
る
器
具
の
名
。
籩
は
果
実
な
ど
を
盛

る
た
か
つ
き
、

は
肉
を
盛
る
器
。

尸
祝　

崇
拝
す
る
。

〔
典
拠
〕

『
今
鏡
』
第
十
「
打
聞
き
」。

 

（
折
原　

佑
実
）

〔
簡
傲
10
〕

秦
公
景
①
以
レ
能
二
競
馬
一
。
被
二
承
安
帝
寵
一
。
後
下
毛
敦
景
爲
レ
對
。
於
二
場
末
一

偶
爲
レ
持
。
帝
賞
二
敦
景
一
亦
令
二
祗
候
一
。
公
景
謂
レ
人
曰
。
如
レ
聞
敦
景
與
レ
我
爲
レ

持
以
受
二
恩
賞
一
。
若
有
二
勝
レ
我
者
一
不
レ
知
當
レ
得
二
幾
賞
一
。

〔
書
き
下
し
文
〕

秦
公
景　

競
馬
に
能よ

き
を
以
て
、
承
安
帝
の
寵
を
被
る
。
後　

下
毛
敦
景　

對
を

爲
す
。
場
末
に
於
い
て
偶た
ま

た
ま
持
を
爲
す
。
帝　

敦
景
を
賞
し
て
、
亦
た
祗
候
せ

し
む
。
公
景　

人
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
聞
く
が
如
し
、『
敦
景　

我
と
持
を
爲
し
て
、

以
て
恩
賞
を
受
く
』
と
。
若
し
我
に
勝
つ
者
有
ら
ば
、
知
ら
ず
當
に
幾
賞
を
か
得

べ
き
」
と
。

〔
訳
文
〕

秦
公
景
は
競
べ
馬
に
優
れ
て
い
る
た
め
、
寵
愛
を
受
け
て
い
た
。
の
ち
に
下
毛
敦

景
が
競
べ
馬
で
対
戦
し
た
。
馬
場
末
で
た
ま
た
ま
公
景
と
引
き
分
け
た
。
帝
は
敦

景
を
褒
め
て
お
側
に
仕
え
さ
せ
た
。
公
景
が
い
う
に
は
、「
聞
い
て
の
通
り
、『
敦

景
は
私
と
引
き
分
け
て
帝
か
ら
恩
賞
を
賜
っ
た
も
の
だ
』。
も
し
私
に
勝
つ
者
が

い
た
ら
、
ど
れ
ほ
ど
の
恩
賞
を
得
た
も
の
か
も
わ
か
ら
な
い
」
と
。

〔
原
注
〕

①
公
正
子
。

〔
書
き
下
し
文
〕

①
公
正
の
子
な
り
。

〔
訳
文
〕

①
秦
公
正
の
子
で
あ
る
。

〔
語
釈
〕

秦
公
景　

生
没
年
未
詳
。『
明
月
記
』
建
永
二
年
（
一
二
〇
七
）
四
月
二
十
八
日

の
条
に
載
る
。
ま
た
、『
兵
範
記
』
に
「
左
番
長
秦
公
景
」
の
名
が
あ
る
。

競
馬　

馬
を
競
走
さ
せ
る
遊
戯
。
く
ら
べ
う
ま
。

承
安
帝　

承
安
は
高
倉
天
皇
の
時
代
の
年
号
。
一
一
七
一
〜
一
一
七
五
。
承
安
帝

は
高
倉
天
皇
を
さ
す
。

下
毛
敦
景　

生
没
年
未
詳
。
下
野
と
も
書
く
。
下
野
敦
則
の
子
。

場
末　

馬
場
の
前
方
に
あ
る
馬
を
と
め
る
所
。
馬
場
末
と
も
書
く
。

爲
持　

引
き
分
け
に
な
る
。「
持
」
は
引
き
分
け
に
あ
た
る
。

祗
候　

つ
つ
し
ん
で
貴
人
の
そ
ば
に
仕
え
る
こ
と
。
伺
候
。

恩
賞　

功
を
賞
し
て
官
位
・
所
領
な
ど
を
賜
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
も
の
。

〔
典
拠
〕

『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
十
「
馬
芸
第
十
四
」
第
三
六
〇
話
「
秦
公
景
下
野
敦
景
競

馬
を
勤
仕
の
事
」。



一
四

『
大
東
世
語
』「
簡
傲
」
篇
注
釈
稿
（
堀
・
呂
・
折
原
・
樋
口
・
永
瀬
・
馮
・
高
橋
・
奥
田
・
篭
尾
・
山
中
）

 

（
山
中　

明
）

〔
簡
傲
11
〕

播
府
生
貞
弘
善
レ
馬
。
近
鄰
有
二
一
陰
陽
家
一
得
レ
馬
。
招
二
貞
弘
一

試
。
貞
弘

心
怒
二

其
無
禮
一
。
聊
且
從
レ

招
行

。
廻
旋
一
再
。
徑

歸
レ

家
。
陰
陽
家
怪
來

乞
レ
之
。
貞
弘
曰
。
我
謂
二
汝
之
素
分
一
。
無
二
敢
招
レ
我
令
レ
試
理
一
。
固
亦
欲
二
因

而
遺
一レ
我
爾
。
乃
已
從
二
其
意
一
而
受
領
焉
。
不
レ
反
。

〔
書
き
下
し
文
〕

播
の
府
生　

貞
弘
善
く
馬
に 

の

る
。
近
鄰
に
一
の
陰
陽
家
有
り
て
馬
を
得
た
り
。

貞
弘
を
招
き
て

り
試
み
し
む
。
貞
弘　

心
に
其
の
無
禮
を
怒
り
、
聊い
さ
さか

且し
ば
らく

招

き
に
從
ひ
て
行
き
て

る
。
廻
旋
す
る
こ
と
一
再
、
徑
ち
に

り
て
家
に
歸
る
。

陰
陽
家
怪
し
み
來
た
り
て
之
を
乞
ふ
。
貞
弘
曰
く
、「
我　

汝
の
素
分
を
謂お
も

ふ
に
、

敢
へ
て
我
を
招
き
て
試
み
し
む
る
理
無
し
。
固
よ
り
亦
た
因
り
て
我
に
遺お
く

ら
ん
と

欲
す
る
の
み
」
と
。
乃
ち
已
に
其
の
意
に
從
ひ
て
受
領
す
。
反
さ
ず
。

〔
訳
文
〕

播
磨
の
府
生
貞
弘
は
馬
術
に
長
け
て
い
た
。
貞
弘
の
家
の
近
所
に
は
陰
陽
師
が
住

ん
で
い
て
、
馬
を
手
に
入
れ
た
。
そ
こ
で
、
貞
弘
を
招
い
て
試
し
に
乗
ら
せ
よ
う

と
し
た
。
貞
弘
は
内
心
、
そ
の
無
礼
さ
に
憤
り
を
覚
え
た
が
、
と
り
あ
え
ず
招
か

れ
る
ま
ま
に
陰
陽
師
の
元
に
行
っ
て
馬
に
乗
っ
た
。
貞
弘
は
一
、二
度
輪
乗
り
す

る
と
、
乗
っ
た
ま
ま
家
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
陰
陽
師
は
不
審
に
思
い
、
貞
弘
を

訪
ね
て
馬
を
返
す
よ
う
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
貞
弘
は
、「
あ
な
た
の
本
分
を
察

す
る
に
、
わ
ざ
わ
ざ
私
を
招
い
て
試
し
乗
り
さ
せ
る
理
由
は
あ
り
ま
せ
ん
。
元
々
、

私
に
こ
の
馬
を
く
れ
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
。
か
く
て
そ
の

意か
ん
が
え志

の
通
り
に
、
馬
を
も
ら
い
う
け
て
、
返
さ
な
か
っ
た
。

〔
語
釈
〕

播　
　

播
磨
国
の
こ
と
。
山
陽
道
八
箇
国
の
一
。
現
在
の
兵
庫
県
。

府
生　

昔
の
六
衛
府
の
属
官
。
供
奉
随
身
を
務
め
、
又
、
衛
府
の
記
録
を
掌
る
。

貞
弘　

生
没
年
未
詳
。
秦
貞
弘
。
藤
原
頼
長
の
『
台
記
別
記
』
久
寿
二
年

（
一
一
五
五
）
四
月
十
八
日
条
に
「
左
近
衛
尉
秦
貞
弘
（
余
随
身
）」
と
あ

り
、
こ
の
時
に
は
左
大
臣
藤
原
頼
長
の
随
身
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
続
古
事
談
』
第
五
（
諸
道
）
に
は
、
誰
一
人
と
し
て
乗
り
こ
な
せ
な
い

癖
馬
に
乗
ろ
う
と
、
何
度
も
果
敢
に
挑
戦
し
続
け
た
「
心
高
さ
」
を
藤
原

頼
長
に
賞
さ
れ
、
褒
賞
に
あ
ず
か
る
と
い
う
話
が
載
る
。
こ
の
話
か
ら
も

貞
弘
は
、
自
身
の
馬
術
に
対
し
て
よ
ほ
ど
の
自
信
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が

窺
え
る
。

陰
陽
家　

中
務
省
陰
陽
寮
に
属
し
、
天
文
・
暦
数
・
占
い
等
に
従
う
者
。
ま
た
一

般
に
、
陰
陽
の
術
を
行
う
者
。
陰
陽
師
。

聊
且　

姑
且
に
同
じ
。
と
り
あ
え
ず
。
さ
し
あ
た
っ
て
。

廻
旋　

め
ぐ
り
ま
わ
る
。
め
ぐ
ら
す
。
回
旋
。

一
再　

一
、
二
度
。
少
な
い
頻
度
。

素
分　

平
素
の
性
分
。
本
分
。

受
領　

も
ら
う
。
う
け
と
る
。
自
分
の
も
の
に
す
る
。

〔
典
拠
〕

『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
十
「
馬
芸
」
第
十
四
「
播
磨
府
生
貞
弘
陰
陽
師
の
馬
を
乗
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試
み
て
返
さ
ざ
る
事
」。

 

（
奥
田　

惇
）

〔
簡
傲
12
〕

西
行
風
氣
高
邁
。
兼
善
二
雅
詠
一
。
見
レ
重
二
於
世
一
。
高
雄
文
覺
。
初
聞
二
其
名
一
。

甚
醜
レ
之
曰
。
伊
已
遁
レ
世
邪
。
唯
當
三
靜
修
二
佛
理
一
。
何
故
風
流
自
處
。
嘯
詠
浮

遊
。
且
走
二
高
門
一
乎
。
吾
見
必
當
三
擊
二
碎
頭
腦
一
。
會
高
雄
修
二
法
華
會
一
。
西
行

來
觀
二
道
場
一
。
徘
二
徊
花
下
一
。
高
雄
之
徒
。
已
知
二
其
西
行
一
。
慮
二
其
師
暴
猝
一
。

默
護
不
レ
告
。
旣
而
西
行
通
レ
謁
曰
。
某
今
奉
二
觀
道
場
一
。
日
暝
。
願
假
二
一
宿
一
。

徒
輩
不
レ
得
レ
已
通
レ
之
。
文
覺
果
戟
レ
手
待
レ
之
。
已
入
。
覺
熟
視
少
時
。
廢
然
起

迎
。
延
レ
之
相
見
曰
。
久
欽
二
高
名
一
。
不
レ
圖
辱
臨
。
歡
語
移
レ
時
。
供
具
備
至
。

到
レ
明
而
別
。
其
徒
怪
問
レ
之
。
覺
曰
。
爾
等
不
レ
曉
乎
。
恐
伊
能
打
レ
人
。
吾
安

得
レ
打
①
。

〔
書
き
下
し
文
〕

西
行　

風
氣　

高
邁
な
り
。
兼
ね
て
雅
詠
に
善
く
、
世
に
重
ん
ぜ
ら
る
。
高
雄
の

文
覺
、
初
め
其
の
名
を
聞
き
、
甚
だ
之
を
醜
み
て
曰
く
、「
伊か

れ
已
に
世
を
遁
る

る
か
。
唯
だ
當
に
靜
か
に
佛
理
を
修
す
べ
き
の
み
、
何
の
故
か
風
流
に
自
ら
處
り
、

嘯
詠
浮
遊
し
、
且
つ
高
門
に
走
る
や
。
吾
見
ば
必
ず
當
に
頭
腦
を
擊
碎
す
べ
し
」

と
。
會た
ま

た
ま
高
雄　

法
華
會
を
修
す
。
西
行
來
た
り
て
道
場
を
觀
る
。
花
下
に
徘

徊
す
。
高
雄
の
徒
、
已
に
其
の
西
行
な
る
こ
と
を
知
り
、
其
の
師
の
暴
猝
を
慮
り
、

默
護
し
て
告
げ
ず
。
旣
に
し
て
西
行　

謁
を
通
じ
て
曰
く
、「
某
今　

道
場
を
奉

觀
す
。
日
暝
れ
ぬ
。
願
は
く
は
一
宿
を
假
ら
ん
」
と
。
徒
輩
已
む
こ
と
を
得
ず
し

て
之
を
通
ず
。
文
覺
果
た
し
て
手
を
戟
し
て
之
を
待
つ
。
已
に
入
る
。
覺　

熟
視

す
る
こ
と
少
時
に
し
て
、
廢
然
と
し
て
起
ち
て
迎
へ
、
之
を
延ひ

き
て
相
見
し
て
曰

く
、「
久
し
く
高
名
を
欽
ず
。
圖
ら
ざ
る
に
辱
臨
せ
ら
る
」
と
。
歡
語　

時
を
移
し
、

供
具
備
さ
に
至
る
。
明
に
到
り
て
別
る
。
其
の
徒
怪
し
み
て
之
を
問
ふ
。
覺
曰
く
、

「
爾
等
曉さ
と

ら
ず
や
。
恐
ら
く
は
伊か

れ
能
く
人
を
打
せ
ん
。
吾
安
ん
ぞ
打
す
る
こ
と

を
得
ん
」
と
。

〔
訳
文
〕

西
行
は
気
品
が
高
く
、
加
え
て
詩
歌
を
吟
唱
す
る
こ
と
に
長
け
、
人
々
に
重
ん
ぜ

ら
れ
て
い
た
。
高
雄
の
文
覚
は
当
初
、
そ
の
名
を
聞
い
て
非
常
に
彼
を
嫌
っ
て
、

言
う
こ
と
に
は
、「
彼
は
既
に
俗
世
を
遁
れ
た
身
な
の
か
。
静
か
に
仏
の
教
え
に

専
念
す
べ
き
だ
。
な
ぜ
風
流
に
身
を
置
き
、
詩
歌
を
吟
詠
し
て
め
ぐ
り
歩
き
、
ま

た
、
富
貴
の
屋
敷
に
出
入
り
す
る
か
。
私
は
彼
と
出
会
せ
ば
、
必
ず
彼
の
頭
を
打

ち
砕
く
だ
ろ
う
」
と
。
た
ま
た
ま
文
覚
が
法
華
会
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
西
行
が
道

場
を
参
観
し
に
来
て
、
花
の
も
と
を
め
で
歩
い
て
い
た
。
文
覚
の
弟
子
た
ち
は
、

早
く
も
西
行
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
師
が
い
き
な
り
西
行
に
暴
力
を
振
る
う
こ

と
を
心
配
し
、
黙
っ
て
西
行
を
守
り
、
告
げ
な
か
っ
た
。
や
が
て
、
西
行
は
面
会

を
乞
い
求
め
て
こ
う
言
っ
た
。「
私
は
今
日
、
道
場
を
参
観
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
日
が
既
に
暮
れ
ま
し
た
の
で
、
一
晩
の
宿
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
」
と
。
弟

子
た
ち
は
や
む
を
得
ず
こ
れ
を
伝
え
た
。
果
た
し
て
、
文
覚
は
握
り
こ
ぶ
し
を

作
っ
て
彼
を
待
ち
構
え
て
い
た
。
西
行
が
内
に
入
る
と
、
文
覚
は
し
ば
ら
く
彼
を

じ
っ
と
見
て
、
す
べ
て
を
忘
れ
果
て
た
よ
う
に
、
立
ち
上
が
っ
て
迎
え
、
彼
を
内

に
招
き
入
れ
た
。
挨
拶
し
て
、「
久
し
く
ご
高
名
を
仰
ぎ
慕
っ
て
お
り
ま
す
。
思
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い
が
け
ず
こ
こ
に
ご
来
臨
を
か
た
じ
け
の
う
い
た
し
ま
し
た
」
と
言
っ
た
。
楽
し

く
話
し
合
っ
て
時
を
過
ご
し
、
食
膳
な
ど
が
次
か
ら
次
へ
運
ば
れ
て
来
た
。
夜
明

け
に
な
っ
て
別
れ
た
。
文
覚
の
弟
子
た
ち
は
不
思
議
に
思
っ
て
そ
の
わ
け
を
聞
い

た
。
文
覚
は
、「
お
ぬ
し
ら
は
分
か
ら
な
い
か
。
恐
ら
く
彼
は
人
を
打
つ
だ
ろ
う
。

な
ら
ば
、
ど
う
し
て
私
は
彼
を
打
つ
こ
と
が
で
き
よ
う
か
」
と
。

〔
原
注
〕

①
文
覺
顚
狂
。
初
坐
二

惡
言
一
。
流
二

竄
豆
州
一
。
將
レ

發
レ

都
。
廳
徒
管
送
者
。

心
望
レ

有
レ

賂
。
乃
勸
二

諭
之
一

曰
。
當
二

共
遠
赴
一
。
諸
如
レ

是
時
。
必
有
二

餞

贐
一
。
況
上
人
名
高
。
相
識
應
多
。
那
不
二
一
試
告
行
一
。
覺
曰
。
旣
是
出
家
乞

食
。
有
二

何
親
故
一
。
但
亦
不
レ

得
レ

已
。
則
東
山
有
二

一
舊
要
一
。
曾
已
相
許
。

生
死
不
二
相
棄
一
。
乃
當
二
貽
レ
書
以
乞
一レ
物
耳
。
促
レ
具
二
紙
墨
一
。
徒
輩
喜
而
營

求
。
覺
乃
見
二
其
紙
一
。
叱
擲
レ
之
曰
。
爾
奴
無
禮
。
伊
人
淸
高
。
今
將
二
多
得
レ

物
分
一レ

爾
。
那
用
二

如
レ

許
麤
惡
一
。
徒
旣
怒
二

其
奴
呼
一
。
而
忍
且
求
二

好
紙
一

至
。
覺
曰
。
吾
不
レ
能
レ
書
。
須
二
善
書
人
一
。
徒
復
奔
走
。
請
二
書
手
一
至
。
覺

曰
。
具
二
飮
酒
一
來
。
潤
二
筆
書
師
一
。
徒
者
稍
苦
二
其
煩
費
一
。
不
レ
可
二
中
止
一
。

乃
典
二
賣
所
一レ
帶
供
辧
。
旣
乃
書
手
請
二
其
辭
一
。
覺
口
占
曰
。
覺
今
當
二
遠
訣
一
。

人
命
朝
露
。
固
不
レ
足
レ
惜
。
但
亦
一
日
之
儲
。
不
レ
可
レ
無
爾
。
因
請
二
向
所
レ

寓
行
糧
一
。
鵞
眼
百
貫
。
粟
米
百
石
。
伏
乞
見
レ
附
二
使
者
一
。
畢
問
二
所
レ
與
姓

氏
一
。
覺
曰
。
淸
水
寺
觀
音
房
足
下
。
徒
輩
營
走
之
餘
。
俄
悟
二
其
浪
謔
一
。
恨

怒
爭
罵
不
レ
止
。
覺
不
レ
顧
。
獨
且
大
笑
絶
倒
。
良
久
曰
。
請
更
與
二
汝
等
一
平
。

且
聽
二
吾
言
一
。
夫
觀
音
大
悲
利
生
。
廣
大
圓
滿
。
何
求
不
レ
得
。
且
汝
等
貪
欲
。

强
責
二
空
手
人
一
。
吾
乃
轉
乞
二
觀
音
一
。
而
欲
レ
厭
レ
汝
。
非
二
吾
過
一
也
。
遂
送

至
二
攝
鄕
舍
一
。
待
二
船
發
一
。
船
子
來
宿
二
廡
下
一
。
夜
更
覺
寤
在
二
戸
内
一
。
適

聞
二
船
子
相
語
一
云
。
此
僧
前
募
緣
。
財
物
必
多
。
吾
輩
巧
誑
。
乃
可
二
取
得
一
耳
。

語
罷
而
睡
。
覺
佯
爲
レ
不
レ
聞
。
乃
及
レ
曉
。
獨
在
二
戸
内
一
。
鳴
二
念
珠
一
。
微
聲

私
祝
曰
。
頂
二
禮
吾
山
護
法
天
童
一
。
弟
子
向
爲
二
神
護
寺
造
營
一
所
レ
募
。
積
已

百
金
。
密
藏
二
五
條
天
神
華
標
左
柱
根
三
尺
所
一
。
願
護
二
晝
夜
一
。
迄
二
弟
子
歸

上
一
。
無
レ
有
二
盗
失
一
。
船
子
竊
聞
。
待
レ
旦
與
二
儕
輩
一
急
赴
レ
京
。
掘
二
五
條
標

柱
左
下
一
三
尺
許
。
不
レ
見
レ
物
。
更
穿
五
尺
。
竟
無
レ
物
。
相
謂
云
。
眠
中
髣

髴
。
或
有
レ
失
レ
聞
。
又
穿
二
右
柱
一
。
俄
而
華
標
倒
矣
。
驚
逃
。
歸
到
二
攝
鄕
舍
一
。

會
鄕
人
亦
咎
二
覺
顚
一
。
方
罵
。
船
子
乃
進
。
自
言
二
華
標
事
一
。
怒
二
覺
虛
誕
一
。

覺
曰
。
汝
不
レ
知
乎
。
此
大
地
之
底
。
稱
二
金
輪
際
一
。
布
レ
金
滿
塞
。
汝
那
不
三

穿
到
二
其
際
一
。
且
吾
所
レ
埋
。
北
野
天
神
爾
。
非
二
五
條
天
神
一
。
汝
更
赴
レ
京
。

求
レ
此
乃
得
。
因
傲
笑
。
送
者
皆
憤
。
每
レ
事
使
レ
困
。
旣
發
二
海
上
一
。
神
驗
頗

多
。
於
レ
是
後
皆
懼
謝
罪
。

〔
書
き
下
し
文
〕

①
文
覺　

顚
狂
な
り
。
初
め
惡
言
に
坐
し
、
豆
州
に
流
竄
せ
ら
る
。
將
に
都
を

發
せ
ん
と
す
。
廳
徒
の
管
送
す
る
者
、
心　

賂
有
る
を
望
み
、
乃
ち
之
に
勸
諭

し
て
曰
く
、「
當
に
共
に
遠
赴
す
べ
し
。
諸
も
ろ
是
の
如
き
時
、
必
ず
餞
贐
有

り
。
況
ん
や
上
人
の
名
高
き
を
や
、
相
識
る
は
應
に
多
か
る
べ
し
。
那
ぞ
一
た

び
試
み
て
告
行
せ
ざ
ら
ん
や
」
と
。
覺
曰
く
、「
旣
に
是
れ
出
家
し
て
乞
食
す
。

何
の
親
故
有
ら
ん
や
。
但
だ
亦
た
已
む
を
得
ず
、
則
ち
東
山
に
一
の
舊
要
有
り
。

曾
て
已
に
相
許
す
。
生
死　

相
棄
て
ず
。
乃
ち
當
に
書
を
貽
り
て
以
て
物
を
乞

ふ
べ
き
の
み
。
紙
墨
を
具
ふ
る
を
促
す
。
徒
輩　

喜
び
て
營
求
す
。
覺
乃
ち
其
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の
紙
を
見
て
、
叱
り
て
之
を
擲
ち
て
曰
く
、「
爾
奴　

無
禮
な
り
。
伊か

の
人　

淸

高
な
り
。
今
將
に
多
く
物
を
得
れ
ば
、
爾
に
分
け
ん
と
す
。
那
ぞ
許か
く

の
如
く
麤

惡
な
る
を
用
ゐ
ん
」
と
。
徒
旣
に
其
の
奴
呼
に
怒
る
も
、
忍
び
て
且し
ば
らく

好
き
紙

を
求
め
て
至
る
。
覺
曰
く
、「
吾　

書
く
能
は
ず
。
善
く
書
く
人
を
須も
ち

ひ
ん
」
と
。

徒
復
た
奔
走
し
、
書
手
を
請
ひ
て
至
ら
し
む
。
覺
曰
く
、「
飮
酒
を
具
へ
て
來

た
れ
。
筆
書
の
師
を
潤
せ
」
と
。
徒
者　

稍や
や

其
の
煩
費
に
苦
し
む
も
、
中
止
す

べ
か
ら
ず
。
乃
ち
帶
ぶ
る
所
を
典
賣
し
て
供
辧
す
。
旣
に
し
て
乃
ち
書
手　

其

の
辭
を
請
ふ
。
覺　

口
占
し
て
曰
く
、「
覺
今
當
に
遠
訣
す
べ
し
。
人
命　

朝

露
な
れ
ば
、
固
よ
り
惜
し
む
に
足
ら
ず
。
但
だ
亦
た
一
日
の
儲
け
、
無
か
る
べ

か
ら
ざ
る
の
み
。
因
り
て
向さ
き

に
寓
す
る
所
の
行
糧
を
請
ふ
。
鵞
眼
百
貫
、
粟
米

百
石
、
伏
し
て
乞
ふ
ら
く
は
、
使
者
に
附
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
」
と
。
畢
り
て
與

ふ
る
所
の
姓
氏
を
問
ふ
。
覺
曰
く
、「
淸
水
寺
觀
音
房
足
下
」
と
。
徒
輩　

營

み
走
る
の
餘
り
、
俄
か
に
其
の
浪
謔
を
悟
る
。
恨
み
怒
り
て
爭
ひ
て
罵
る
こ
と

止
ま
ず
。
覺
顧
み
ず
。
獨
り
且
つ
大
笑
し
て
絶
倒
す
。
良や
や

久
し
く
し
て
曰
く
、

「
請
ふ
ら
く
は
更
め
て
汝
等
と
平
ら
が
ん
こ
と
を
。
且
く
吾
が
言
を
聽
け
。
夫

れ
觀
音　

大
悲
利
生
、
廣
大
圓
滿
、
何
ぞ
求
め
て
得
ざ
ら
ん
や
。
且
つ
汝
等
貪

欲
に
し
て
、
强
ひ
て
空
手
の
人
を
責
む
。
吾
乃
ち
轉
じ
て
觀
音
に
乞
ひ
て
、
汝

を
厭あ

か
し
め
ん
と
欲
す
。
吾
が
過
ち
に
非
ざ
る
な
り
」
と
。
遂
に
送
り
て
攝
鄕

舍
に
至
る
。
船
の
發
す
る
を
待
つ
。
船
子
來
た
り
て
廡
下
に
宿
す
。
夜
更
け
、

覺
寤
め
て
戸
內
に
在
り
。
適た
ま

た
ま
船
子
相
語
る
を
聞
く
に
云
く
、「
此
の
僧
前さ
き

に
募
緣
す
。
財
物
必
ず
多
し
。
吾
が
輩
巧
み
に
誑た
ぶ
らか

さ
ば
、
乃
ち
取
り
て
得
る

べ
き
の
み
」
と
。
語
り
罷
り
て
睡
る
。
覺　

佯
り
て
聞
こ
え
ざ
る
を
爲
す
。
乃

ち
曉
に
及
び
、
獨
り
戸
內
に
在
り
、
念
珠
を
鳴
ら
し
、
微
聲
に
私
か
に
祝
し
て

曰
く
、「
吾
が
山
の
護
法
天
童
に
頂
禮
す
。
弟
子
向さ
き

に
神
護
寺
の
造
營
の
爲
に

募
る
所
、
積た
く
はへ

て
已
に
百
金
な
り
。
密
か
に
五
條
天
神
の
華
標
の
左
柱
の
根
の

三
尺
の
所
に
藏
す
。
願
は
く
は
晝
夜
に
護
り
、
弟
子　

歸
上
す
る
ま
で
、
盗
失

有
る
無
き
こ
と
を
」
と
。
船
子
竊
か
に
聞
き
、
旦
を
待
ち
て
儕
輩
と
急
ぎ
て
京

に
赴
く
。
五
條
の
標
柱
の
左
下
を
掘
る
こ
と
三
尺
許ば
か
りな

る
も
、
物
を
見
ず
。
更

に
穿
つ
こ
と
五
尺
な
る
も
、
竟
に
物
無
し
。
相
謂
ひ
て
云
く
、「
眠
中　

髣
髴

た
れ
ば
、
或
い
は
聞
く
を
失
ふ
有
り
」
と
。
又
た
右
柱
を
穿
つ
。
俄
か
に
し

て
華
標
倒
る
。
驚
き
て
逃
ぐ
。
歸
り
て
攝
鄕
舍
に
到
る
。
會た
ま

た
ま
鄕
人
も
亦
た

覺　

顚
な
る
を
咎
め
、
方
に
罵
る
。
船
子
乃
ち
進
み
、
自
ら
華
標
の
事
を
言
ひ
、

覺
の
虛
誕
に
怒
る
。
覺
曰
く
、「
汝
知
ら
ざ
ら
ん
や
。
此
の
大
地
の
底
、
金
輪

際
と
稱
す
。
金
を
布
き
て
滿
ち
塞
ぐ
。
汝
那
ぞ
穿
ち
て
其
の
際
に
到
ら
ざ
ら
ん

や
。
且
つ
吾
埋
む
る
所
、
北
野
天
神
の
み
。
五
條
天
神
に
非
ず
。
汝
更
に
京
に

赴
き
、
此
を
求
め
ば
乃
ち
得
ん
」
と
。
因
り
て
傲
笑
す
。
送
る
者　

皆
憤
る
。

事
每
に
困
ら
し
む
。
旣
に
海
上
に
發
す
れ
ば
、
神
驗
頗
る
多
し
。
是
に
於
い
て

後
に
皆
懼
れ
て
謝
罪
す
。

〔
訳
文
〕

①
文
覚
は
癲
狂
な
人
柄
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
、
罵
詈
雑
言
の
た
め
に
罪
せ
ら
れ
、

伊
豆
に
流
さ
れ
た
。
ま
さ
に
都
を
出
発
し
よ
う
と
す
る
際
、
護
送
の
役
人
た
ち

は
、
心
の
内
で
賄
賂
が
も
ら
え
る
こ
と
を
望
み
、
文
覚
に
勧
め
て
こ
う
説
い
た
。

「
一
緒
に
遠
く
に
出
掛
け
ま
し
ょ
う
。
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
時
に
は
、
必
ず
や

餞
別
が
あ
る
も
の
で
す
。
ま
し
て
、
上
人
さ
ま
の
よ
う
な
高
名
な
方
は
言
う
ま
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で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
知
り
合
い
も
多
い
は
ず
で
す
。
ど
う
し
て
一
度
試
し
に
そ

の
人
た
ち
に
別
れ
の
挨
拶
を
な
さ
ら
な
い
の
で
す
か
」
と
。
文
覚
の
言
う
こ
と

に
は
、「
私
は
も
は
や
出
家
し
て
乞
食
の
身
で
す
。
親
戚
や
昔
の
友
人
な
ど
が

い
る
で
し
ょ
う
か
。
も
し
や
む
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
東
山
に

旧
友
が
い
ま
す
。
昔
に
互
い
に
許
し
合
っ
た
仲
で
す
。
死
ん
で
も
相
手
を
見
捨

て
は
し
ま
せ
ん
。
彼
に
手
紙
を
送
っ
て
物
を
乞
い
求
め
ま
し
ょ
う
」
と
。
紙
と

墨
の
準
備
を
促
す
と
、
役
人
た
ち
は
喜
び
い
さ
ん
で
探
し
求
め
に
行
っ
た
。
文

覚
は
そ
の
紙
を
見
る
と
、
彼
ら
に
叱
り
つ
け
て
紙
を
投
げ
飛
ば
し
て
こ
う
言
っ

た
。「
お
ぬ
し
ら
は
無
礼
者
だ
。
あ
の
方
は
気
高
く
、
も
し
た
く
さ
ん
の
物
を

手
に
入
れ
た
ら
、
お
ぬ
し
ら
に
分
け
よ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
な
の
に
ど

う
し
て
こ
の
よ
う
に
粗
く
て
悪
い
物
を
用
い
よ
う
か
」
と
。
役
人
た
ち
は
、
文

覚
が
自
分
た
ち
を
卑
し
め
て
呼
ん
だ
こ
と
に
怒
っ
て
い
た
が
、
と
り
あ
え
ず
我

慢
し
て
品
質
の
い
い
紙
を
探
し
て
持
っ
て
き
た
。
文
覚
は
、「
私
は
手
紙
が
書

け
な
い
。
上
手
に
書
け
る
人
が
要
る
の
だ
」
と
言
っ
た
。
役
人
た
ち
は
奔
走
し

て
探
し
に
行
っ
て
、
書
き
手
を
頼
み
込
ん
で
来
て
も
ら
っ
た
。
文
覚
は
「
飲
む

酒
を
準
備
し
て
来
い
。
代
書
の
師
匠
に
た
っ
ぷ
り
振
舞
え
」
と
言
っ
た
。
役
人

た
ち
は
少
し
そ
の
冗
費
に
苦
し
ん
だ
が
、
や
め
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
身
に
つ
け
て
い
る
も
の
を
質
に
入
れ
、
酒
肴
を
振
舞
っ
た
。
や
が
て
、
代

書
の
人
は
そ
の
手
紙
の
文
面
を
尋
ね
る
と
、
文
覚
は
思
っ
た
ま
ま
を
口
に
し
て

言
う
こ
と
に
は
、「
私
は
今
遠
く
あ
な
た
と
お
別
れ
し
ま
す
。
人
間
の
命
は
朝

露
の
よ
う
な
も
の
で
す
が
、
も
と
よ
り
惜
し
む
に
足
り
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
さ
れ
ど
、
一
日
の
備
え
な
ど
も
、
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
さ
ら

に
、
私
に
く
だ
さ
る
食
糧
を
乞
い
求
め
ま
す
。
穴
あ
き
銭
一
百
貫
、
食
糧
一
百

石
を
、
使
い
の
者
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
」
と
。
書
き
終
わ
り
、
そ

の
送
り
先
の
名
前
を
聞
く
と
、
文
覚
は
「
清
水
寺
観
音
房
足
下
」
と
言
っ
た
。

役
人
た
ち
は
怠
け
ず
に
奔
走
し
た
上
に
、
ふ
と
文
覚
が
か
ら
か
っ
て
い
る
と
思

い
込
ん
で
、
恨
み
こ
と
を
言
っ
て
は
怒
り
、
争
い
罵
り
、
や
め
な
か
っ
た
。
文

覚
は
相
手
に
し
な
い
で
、
一
人
で
ひ
ど
く
笑
い
転
げ
た
。
し
ば
ら
く
経
っ
て

言
う
こ
と
に
は
、「
改
め
て
あ
な
た
た
ち
と
仲
直
り
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
と

り
あ
え
ず
私
の
言
葉
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
観
音
菩
薩
は
人
を
苦
し
み
か
ら

救
い
、
衆
生
に
利
益
を
授
け
、
そ
の
慈
悲
が
広
く
て
世
界
に
満
ち
、
欠
け
る

所
が
あ
り
ま
せ
ん
。
何
を
求
め
て
も
得
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
そ
れ

に
、
あ
な
た
た
ち
は
欲
深
く
、
何
も
持
っ
て
い
な
い
者
を
責
め
立
て
ま
す
。
そ

う
で
あ
れ
ば
私
は
変
わ
っ
て
観
音
に
お
願
い
し
て
、
あ
な
た
た
ち
を
飽
き
さ
せ

る
の
で
す
。
こ
れ
は
私
の
過
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
。
つ
い
に
彼
を
送
っ
て

摂
郷
舎
に
着
い
て
、
船
の
出
発
を
待
っ
て
い
た
間
、
水
夫
た
ち
は
家
の
軒
下
に

泊
ま
っ
て
い
た
。
夜
が
更
け
、
文
覚
は
目
が
覚
め
て
戸
口
の
内
に
お
り
、
ち
ょ

う
ど
水
夫
た
ち
の
会
話
が
聞
こ
え
た
。「
こ
の
僧
は
こ
こ
に
来
る
前
に
寄
進
を

募
っ
て
い
て
、
財
物
が
き
っ
と
多
い
だ
ろ
う
。
我
ら
が
上
手
に
た
ぶ
ら
か
せ
ば
、

そ
れ
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
だ
ろ
う
」
と
、
話
し
が
終
わ
る
と
眠
っ
て
し
ま
っ
た
。

文
覚
は
聞
か
な
か
っ
た
ふ
り
を
し
て
、
夜
が
明
け
る
と
、
一
人
で
戸
口
の
内
で
、

数
珠
を
鳴
ら
し
て
小
さ
な
声
で
祈
っ
て
、「
吾
が
山
の
護
法
天
童
に
頂
礼
し
ま

す
。
弟
子
が
こ
の
前
に
、
神
護
寺
の
造
営
の
た
め
に
募
っ
た
お
金
は
、
積
も
り

積
も
っ
て
す
で
に
百
金
に
な
り
ま
す
。（
私
は
）
密
か
に
五
条
天
神
の
鳥
居
の
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左
柱
の
根
元
三
尺
の
と
こ
ろ
に
隠
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
昼
夜
に
守
り
、
弟
子
が

都
に
帰
る
ま
で
、
盗
ま
れ
て
無
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
よ
う
に
」
と
言
っ

た
。
水
夫
た
ち
は
密
か
に
聞
い
て
い
た
。
日
が
昇
る
の
を
待
っ
て
仲
間
た
ち
と

急
い
で
都
に
赴
き
、
五
条
天
神
の
鳥
居
の
柱
の
左
下
を
三
尺
ほ
ど
掘
っ
た
が
、

物
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
五
尺
掘
っ
て
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
何
も
な

か
っ
た
。
水
夫
た
ち
が
こ
う
言
っ
た
、「
寝
て
い
る
間
の
こ
と
で
、
ぼ
ん
や
り

し
て
い
る
か
ら
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
聞
き
漏
ら
し
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
。
ま

た
右
の
柱
も
掘
っ
た
。
や
が
て
、
鳥
居
が
倒
れ
た
。
水
夫
た
ち
は
驚
い
て
逃
げ

去
っ
た
。
渡
辺
に
帰
り
つ
く
と
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
土
地
の
人
が
、
文
覚
が
癲
狂

な
こ
と
を
非
難
し
て
罵
っ
て
い
る
最
中
で
あ
っ
た
。
水
夫
た
ち
は
前
に
進
み
、

自
ら
鳥
居
の
こ
と
を
言
い
出
し
、
文
覚
が
つ
い
た
嘘
に
怒
っ
た
。
文
覚
は
こ
う

言
っ
た
、「
あ
な
た
た
ち
は
知
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の
大
地
の
底
は
、
金
輪
際
と

言
い
、
金
を
一
面
に
敷
い
て
満
ち
て
い
ま
す
。
何
故
そ
こ
ま
で
掘
り
至
ら
な
い

の
で
す
か
。
し
か
も
、
私
が
埋
め
た
と
こ
ろ
は
、
北
野
天
神
で
あ
り
、
五
条
天

神
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
う
一
度
都
に
赴
き
、
こ
れ
を
求
め
れ
ば
手
に
入
る
の

で
し
ょ
う
」
と
。
そ
こ
で
嘲
笑
っ
て
い
た
。
護
送
の
人
た
ち
は
皆
憤
慨
し
、
こ

と
あ
る
た
び
に
文
覚
を
困
ら
せ
た
。
す
で
に
海
上
に
至
っ
て
、
文
覚
は
と
て
も

多
く
の
神
験
を
表
し
た
。
か
く
し
て
後
に
は
、
皆
そ
れ
に
畏
怖
し
、
文
覚
に
詫

び
た
。

〔
語
釈
〕

西
行　

一
一
一
八
〜
一
一
九
〇
。
平
安
後
期
の
歌
人
、
僧
。
俗
名
は
佐
藤
義の
り
き
よ清

。

法
名
は
円
位
。
西
行
は
号
。
鳥
羽
院
に
北
面
の
武
士
と
し
て
仕
え
た
が
、

二
十
三
歳
で
出
家
。
草
庵
に
住
み
、
ま
た
諸
国
を
行
脚
し
て
生
涯
の
大
半

を
奥
州
か
ら
九
州
ま
で
さ
す
ら
い
の
旅
で
過
ご
し
て
歌
を
詠
ん
だ
。
花
と

月
の
歌
が
お
お
く
、
独
自
の
歌
風
は
飯
尾
宗
祇
、
松
尾
芭
蕉
ら
に
影
響
を

あ
た
え
た
。
家
集
に
『
山
家
集
』
が
あ
る
。『
新
古
今
集
』
に
は
九
十
四

首
が
載
っ
て
い
る
。

風
氣　

上
品
な
人
柄
。
優
れ
た
様
子
。
風
度
。
気
象
。

高
邁　

高
く
優
れ
る
。
超
邁
。

雅
詠　

風
雅
に
吟
唱
す
る
こ
と
。

高
雄　

京
都
市
西
部
、
右
京
区
の
愛あ
た
ご宕

山
東
麓
の
地
。
高
尾
と
も
書
き
、
北
に
接

す
る
栂と
が
の
お尾

、
槇ま
き
の
お尾

と
と
も
に
三
尾
と
よ
ば
れ
、
古
来
紅
葉
の
名
所
と
し
て

知
ら
れ
る
。
高
雄
山
中
腹
に
は
神
護
寺
が
あ
る
。

文
覺　

一
一
三
九
〜
一
二
〇
三
。
平
安
末
期
・
鎌
倉
初
期
の
真
言
宗
の
僧
。
俗
名

は
遠
藤
盛
遠
。
も
と
北
面
の
武
士
で
、
誤
っ
て
袈
裟
御
前
を
殺
し
て
出
家
。

神
護
寺
再
興
を
強
訴
し
た
た
め
伊
豆
に
流
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
源
頼
朝
の

挙
兵
を
助
け
、
頼
朝
開
府
後
に
神
護
寺
を
復
興
し
た
。
の
ち
佐
渡
や
対
馬

に
流
さ
れ
、
九
州
で
没
し
た
と
い
う
。

遁
世　

俗
世
と
の
関
係
を
絶
っ
て
静
か
に
暮
ら
す
こ
と
。
ま
た
、
俗
世
と
の
関
係

を
絶
っ
て
出
家
す
る
こ
と
。

風
流　

雅
や
か
な
こ
と
。
品
格
の
優
雅
な
こ
と
。
ま
た
、
俗
事
を
捨
て
て
高
尚
な

遊
び
を
す
る
こ
と
。
風
雅
。

自
處　

自
分
で
自
分
の
こ
と
を
処
置
す
る
。
ま
た
、
自
分
の
身
の
置
き
ど
こ
ろ
。

嘯
詠　

詩
歌
を
吟
詠
す
る
こ
と
。
嘯
は
、
口
を
つ
ぼ
め
て
呼
気
を
押
し
出
し
て
声
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を
出
す
こ
と
。
中
国
の
古
い
発
声
法
で
あ
る
。
古
く
か
ら
道
士
の
丹
念
法

と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
。
の
ち
に
拡
大
転
用
し
て
、
詩
歌
の
朗
吟
ま
た
は

創
作
に
ま
で
嘯
の
字
を
用
い
る
。

浮
遊　

ぶ
ら
ぶ
ら
遊
び
歩
く
。
周
流
し
て
遊
ぶ
。

高
門　

富
貴
の
家
。
貴
顕
の
家
。

擊
碎　

打
ち
砕
く
。

法
華
會　

法
華
経
を
講
説
す
る
法
会
。
法
華
八
講
、
法
華
十
講
な
ど
が
あ
る
。
東

大
寺
、
興
福
寺
の
も
の
や
比
叡
山
延
暦
寺
の
霜
月
会
な
ど
が
有
名
。
京
都

市
の
神
護
寺
で
は
、
陰
暦
三
月
十
日
に
行
な
っ
た
と
い
う
。

道
場　

仏
を
ま
つ
り
供
養
す
る
所
。
寺
。
ま
た
、
仏
教
や
道
教
な
ど
の
修
行
を
す

る
所
。

徘
徊　

さ
ま
よ
い
歩
き
回
る
。
ま
た
、
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
。

暴
猝　

暴
、
猝
と
も
、
に
わ
か
の
意
で
あ
る
。
ま
た
、
暴
は
打
ち
か
か
る
意
も
あ

り
、
こ
こ
で
は
、
打
つ
こ
と
が
急
で
あ
る
意
を
指
す
か
。

通
謁　

名
刺
を
差
し
出
し
て
面
会
を
請
う
こ
と
。
謁
、
自
分
の
姓
名
を
し
る
し
て

お
い
て
、
人
に
会
っ
た
と
き
に
渡
す
札
。
名
刺
。

戟
手　

怒
っ
て
人
を
打
と
う
と
す
る
時
、
片
手
を
振
り
上
げ
、
片
手
の
肘
を
下
に

屈
げ
て
戟
の
よ
う
に
張
る
。
一
説
に
、
握
り
こ
ぶ
し
を
打
ち
ふ
る
。

熟
視　

じ
っ
と
見
つ
め
る
こ
と
。
凝
視
。

少
時　

し
ば
ら
く
。
暫
時
。
少
刻
。

廢
然　

今
ま
で
の
こ
と
を
忘
れ
は
て
る
さ
ま
。

延　
　

ひ
く
。
人
を
ひ
っ
ぱ
る
。
案
内
し
て
ひ
き
入
れ
る
。

相
見　

あ
い
見
え
る
。
対
面
す
る
。

欽　
　

つ
つ
し
む
。
え
ら
い
と
思
っ
て
、
か
し
こ
ま
る
。
ま
た
、
尊
敬
し
て
慕
う
。

辱
臨　

貴
人
の
来
臨
に
対
す
る
謙
辞
。
お
い
で
を
か
た
じ
け
な
く
す
る
。

歡
語　

楽
し
く
話
し
合
う
。
款
語
。

供
具　

宴
会
の
用
具
。

顚
狂　

気
が
狂
う
こ
と
。

豆
州　

伊
豆
の
別
名
。

流
竄　

罪
に
よ
っ
て
遠
い
地
方
へ
流
す
。
竄
は
、
狭
い
所
へ
押
し
込
め
る
意
で

あ
る
。

廳
徒　

役
所
の
役
人
を
言
う
。
廳
は
役
所
、
官
衙
の
意
。

管
送　

罪
人
を
監
視
し
て
送
り
、
護
送
す
る
こ
と
。
管
は
取
り
締
ま
る
意
。

餞
贐　

餞
も
贐
も
は
な
む
け
の
意
で
あ
り
、
行
く
者
に
供
え
る
酒
食
や
、
贈
る
礼

物
や
貨
賄
な
ど
を
指
す
。

告
行　

告
別
す
る
。
別
れ
を
告
げ
る
。

親
故　

親
戚
の
者
と
昔
な
じ
み
の
人
。

舊
要　

旧
い
交
わ
り
、
昔
の
交
友
、
旧
友
。

營
求　

求
め
捜
す
。

淸
高　

気
高
い
こ
と
を
言
う
。

爾
奴　

お
れ
め
。
相
手
を
卑
し
め
て
言
う
意
。

麤
惡　

粗
く
て
悪
い
。
粗
末
な
こ
と
。
麤
は
粗
い
意
。

奴
呼　

人
を
卑
し
め
て
呼
ぶ
こ
と
。

書
手　

書
き
役
。



二
一

『
大
東
世
語
』「
簡
傲
」
篇
注
釈
稿
（
堀
・
呂
・
折
原
・
樋
口
・
永
瀬
・
馮
・
高
橋
・
奥
田
・
篭
尾
・
山
中
）

煩
費　

煩
わ
し
く
費
用
が
多
い
こ
と
。

供
辧　

提
供
し
て
手
配
す
る
。

典
賣　

将
来
原
価
を
支
払
っ
て
買
い
戻
す
と
い
う
条
件
付
き
で
物
を
売
り
渡
す

こ
と
。

口
占　

腹
案
し
た
文
辞
を
口
ず
さ
ん
で
人
に
授
け
る
。

遠
訣　

別
れ
て
遠
く
離
れ
た
所
に
行
く
意
。
訣
は
別
れ
る
。

人
命
朝
露　
『
漢
書
』「
蘇
武
伝
」
に
、「
人
生　

朝
露
の
如
く
、
何
ぞ
久
し
く
自

ら
苦
し
む
こ
と
此
の
如
き
な
ら
ん
や
」
と
あ
る
。
朝
露
は
朝
方
に
お
り
た

露
で
あ
り
、
人
生
な
ど
の
は
か
な
い
こ
と
を
た
と
え
て
い
う
語
。

儲　
　

備
え
、
蓄
え
。

寓　
　

寄
せ
る
。
与
え
る
。

行
糧　

兵
丁
が
在
営
中
に
給
与
さ
れ
る
ふ
ち
米
。

鵞
眼　

鵞
眼
銭
。
古
代
の
一
種
の
品
質
が
悪
い
銭
。
孔
の
空
い
て
い
る
銭
。
あ
な

せ
ん
。
鳥
目
。
孔
方
。

貫　
　

貨
幣
一
千
銭
の
称
。

粟
米　

あ
わ
と
米
。
ま
た
、
小
米
を
言
う
。
食
糧
の
こ
と
を
指
す
。

石　
　

容
量
の
単
位
。
一
石
は
十
斗
。

足
下　

相
手
に
対
す
る
敬
語
。
お
も
と
。

浪
謔　

か
っ
て
気
ま
ま
で
ふ
ざ
け
る
。
放
蕩
戯
謔
。

絶
倒　

転
が
る
ほ
ど
、
ひ
ど
く
笑
う
。

大
悲　

仏
教
用
語
。
広
く
衆
生
の
苦
し
み
を
救
う
と
い
う
仏
の
大
き
な
慈
悲
。
観

音
は
大
慈
大
悲
観
世
音
菩
薩
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

利
生　

仏
教
用
語
。
衆
生
を
利
す
る
。
人
に
利
益
を
授
け
る
。

廣
大
圓
滿　

広
大
は
広
く
大
き
い
。
円
満
は
十
分
に
満
ち
足
り
て
い
る
こ
と
。
こ

こ
で
は
広
大
円
満
を
使
っ
て
、
観
音
菩
薩
の
慈
悲
が
広
く
て
世
界
に
満
ち

て
遍
在
し
、
欠
け
る
所
が
な
い
こ
と
を
指
す
。
広
大
円
満
と
い
う
語
は
観

音
菩
薩
と
関
わ
り
が
あ
り
、『
千
手
千
眼
観
世
音
菩
薩
広
大
円
満
無
礙
大

悲
心
陀
羅
尼
』
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

厭　
　

飽
き
る
。
い
と
う
。

攝
鄕
舍　

典
拠
の
中
で
『
源
平
盛
衰
記
』
巻
第
十
八
「
同
人
清
水
状
・
天
神
金
」

に
は
、「
其
夜
ハ
渡
辺
ニ
着
ヌ
」
と
な
っ
て
い
る
。「
渡
辺
の
渡
し
場
に
あ

る
宿
屋
」
の
意
か
。

船
子　

船
頭
の
指
揮
の
下
に
あ
る
水
夫
。
船
人
。

廡
下　

軒
の
下
。
廡
は
の
き
、
ま
た
、
堂
の
下
の
両
わ
き
に
あ
る
廊
下
の
意
。

募
緣　

有
縁
の
人
か
ら
浄
財
を
募
る
意
。
奉
加
。

頂
禮　

頭
を
地
面
に
つ
け
て
、
そ
の
人
の
足
も
と
に
お
じ
ぎ
を
す
る
。
五
体
投
地
。

造
營　

社
寺
や
宮
殿
な
ど
を
建
て
る
こ
と
。

華
標　

華
表
。
神
社
の
鳥
居
の
漢
訳
語
。

儕
輩　

仲
間
。
と
も
が
ら
。

髣
髴　

ぼ
ん
や
り
し
て
は
っ
き
り
し
な
い
さ
ま
。
か
す
か
。
ほ
の
か
。
彷
彿
。

虛
誕　

根
拠
の
な
い
こ
と
を
大
げ
さ
に
い
う
こ
と
。
い
つ
わ
り
。
で
た
ら
め
。

金
輪
際　

仏
教
用
語
。
仏
教
で
、
世
界
の
最
下
を
風
輪
、
そ
の
上
に
水
輪
、
そ
の

上
に
金
輪
、
そ
の
上
に
地
輪
が
あ
る
と
し
、
水
輪
と
金
輪
と
の
境
界
を
金

輪
際
と
言
う
。



二
二

『
大
東
世
語
』「
簡
傲
」
篇
注
釈
稿
（
堀
・
呂
・
折
原
・
樋
口
・
永
瀬
・
馮
・
高
橋
・
奥
田
・
篭
尾
・
山
中
）

傲
笑　

お
ご
り
た
か
ぶ
っ
て
笑
う
こ
と
。
人
を
見
く
だ
し
て
笑
う
こ
と
。

神
驗　

神
の
霊
験
。
不
思
議
な
霊
験
。

〔
典
拠
〕

『
井
蛙
抄
』
第
六
雑
談
「
心
源
上
人
語
云
」
の
条
。

『
源
平
盛
衰
記
』
巻
第
十
八
「
同
人
清
水
状
・
天
神
金
」。

『
平
家
物
語
』
巻
第
五
「
文
覚
被
流
」。

 

（
馮　

超
鴻
）

〔
簡
傲
13
〕

西
大
寺
靜
然
上
人
。
扶
レ
老
而
朝
。
白
眉
折
腰
。
龍
鍾
甚
苦
。
西
園
內
府
①
側
見
。

乃
起
敬
曰
。
嗚
呼
。
尊
宿
哉
。
藤
資
朝
從
レ

傍
謂
曰
。
是
徒
年
老
耳
。
明
日
使
三

人
牽
二
衰
茸
一
老
尨
一
遺
二
內
府
一
曰
。
是
可
レ
尊
爾
。

〔
書
き
下
し
文
〕

西
大
寺
の
靜
然
上
人
、
老
を
扶
け
て
朝
す
。
白
眉
折
腰
、
龍
鍾
甚
だ
苦
し
む
。
西

園
內
府　

側
自よ

り
見
て
、
乃
ち
起
敬
し
て
曰
く
、「
嗚
呼
。
尊
宿
か
な
」
と
。
藤

資
朝　

傍
自よ

り
謂
ひ
て
曰
く
、「
是
れ
徒た
だ

に
年
老
い
た
る
の
み
」
と
。
明
日　

人

を
し
て
衰
茸
の
一
の
老
尨ば
う

を
牽
か
し
め
て
內
府
に
遺
り
て
曰
く
、「
是
れ
尊
ふ
べ

き
の
み
」
と
。

〔
訳
文
〕

西
大
寺
の
静
然
上
人
は
、
自
ら
杖
を
つ
い
て
宮
中
に
参
上
し
た
。
眉
が
真
っ
白
で

腰
が
曲
が
っ
て
お
り
、
ひ
ど
く
年
老
い
て
い
た
。
西
園
寺
内
大
臣
（
実
衡
）
は
側

か
ら
そ
の
様
子
を
見
て
お
り
、
敬
老
の
思
い
が
芽
生
え
て
、「
あ
あ
、
学
徳
あ
る

老
僧
で
あ
る
こ
と
よ
」
と
言
っ
た
。
資
朝
が
傍
か
ら
言
う
こ
と
に
は
、「
彼
は
た

だ
年
老
い
て
い
る
だ
け
で
あ
る
」
と
。
翌
日
、
資
朝
は
、
老
い
て
痩
せ
衰
え
て
い

る
一
匹
の
む
く
犬
を
下
人
に
引
か
せ
、
内
大
臣
の
と
こ
ろ
に
贈
り
届
け
て
「
こ
の

犬
も
敬
っ
て
や
り
な
さ
い
」
と
言
っ
た
。

〔
原
注
〕

①
實
衡
。
左
府
公
衡
之
子
。
官
内
大
臣
。

〔
書
き
下
し
文
〕

①
實
衡
、
左
府
公
衡
の
子
に
し
て
、
官
は
内
大
臣
な
り
。

〔
訳
文
〕

①
実
衡
は
左
府
公
衡
の
子
で
あ
っ
て
、
官
位
は
内
大
臣
で
あ
る
。

〔
語
釈
〕

西
大
寺　

南
都
七
大
寺
の
一
つ
。
現
在
は
奈
良
市
西
大
寺
町
に
あ
る
真
言
宗
の
本

山
。
中
世
、
睿
尊
が
再
興
し
、
戒
律
の
道
場
と
な
っ
た
。

靜
然　

生
年
未
詳
〜
一
三
三
一
。
睿
尊
か
ら
第
四
代
に
当
た
る
西
大
寺
の
長
老
。

律
宗
の
僧
。
文
章
博
士
日
野
敦
宗
の
孫
、
日
野
有
成
の
息
子
、
良
澄
。

扶
老　

竹
の
名
。
転
じ
て
そ
の
竹
で
作
っ
た
杖
。
こ
こ
で
は
、
老
い
を
助
け
る
も

の
と
し
て
の
杖
の
意
味
で
あ
る
。

折
腰　

腰
の
曲
が
っ
て
い
る
身
体
。

龍
鍾　

年
老
い
て
や
つ
れ
た
さ
ま
。

西
園
內
府　

西
園
寺
実
衡
。
一
二
九
〇
〜
一
三
二
六
。
鎌
倉
時
代
後
期
の
公
家
。

関
東
申
次
。
実
兼
の
孫
、
公
衡
の
子
。
元
亨
四
年
（
一
三
二
四
）、
内
大

臣
と
な
る
。
実
衡
の
関
東
申
次
時
代
に
は
、
正
中
の
乱
が
お
こ
る
な
ど
後



二
三

『
大
東
世
語
』「
簡
傲
」
篇
注
釈
稿
（
堀
・
呂
・
折
原
・
樋
口
・
永
瀬
・
馮
・
高
橋
・
奥
田
・
篭
尾
・
山
中
）

醍
醐
天
皇
に
よ
る
討
幕
の
機
運
が
高
ま
り
、
朝
廷
と
幕
府
の
間
に
は
問
題

が
山
積
し
た
。
内
府
は
内
大
臣
の
唐
名
。

左
府
公
衡　

西
園
寺
公
衡
。
一
二
六
四
〜
一
三
一
五
。
鎌
倉
中
・
末
期
の
公
卿
。

関
東
申
次
。
太
政
大
臣
西
園
寺
実
兼
の
子
。
延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
に
、

左
大
臣
と
な
る
。
日
記
に
、『
公
衡
公
記
』（『
竹
林
院
左
府
記
』『
林
中

記
』
と
も
い
う
）
が
あ
り
、
弘
安
六
年
（
一
二
八
三
）
か
ら
正
和
四
年

（
一
三
一
五
）
に
至
る
ま
で
の
記
録
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
左
府
は
左
大

臣
の
唐
名
。

起
敬　

敬
う
心
を
起
こ
す
。
ま
た
、
い
よ
い
よ
敬
う
。

尊
宿　

仏
徒
の
参
学
師
事
す
べ
き
学
徳
あ
る
老
年
の
高
僧
。
尊
老
。

藤
資
朝　

日
野
資
朝
。
一
二
九
〇
〜
一
三
三
二
。
鎌
倉
末
期
の
公
卿
。
権
大
納
言

日
野
俊
光
の
子
。
後
醍
醐
天
皇
の
寵
臣
。
元
亨
元
年
（
一
三
二
一
）、
参

議
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
同
四
年
に
権
中
納
言
と
な
っ
た
が
、
天
皇
の
倒
幕
の

計
画
が
漏
れ
て
捕
え
ら
れ
、
佐
渡
に
配
流
。
正
慶
元
年
（
一
三
三
二
）
に

刑
死
。
四
十
三
歳
。
こ
の
話
に
出
て
く
る
西
園
寺
実
衡
と
日
野
資
朝
は
同

じ
年
齢
で
、
ど
ち
ら
も
正
応
三
年
（
一
二
九
〇
）
の
生
ま
れ
で
あ
っ
た
。

衰
茸　
「
衰
」
は
「
お
と
ろ
え
る
」、「
茸
」
は
「
乱
れ
る
」
を
表
す
こ
と
か
ら
、

老
衰
し
て
い
る
さ
ま
。

尨　
　

む
く
い
ぬ
。
む
く
む
く
と
毛
が
多
い
犬
。
一
説
に
、
毛
が
多
く
て
雑
色
の

犬
。

〔
典
拠
〕

『
徒
然
草
』
第
一
五
二
段
。

 

（
篭
尾　

知
佳
）


